


園
利
賀
少
年
自
然
の
家

ロ月
1
日
オ
ー
ブ
ン

利
賀
村
上
目
瀬
。

い
ま
、
こ
こ
に

近
代
的
な
建
物
が
そ
の
全
容
を
呪
わ

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ

と
し
十

二
月

一
日
間
所
を
目
指
す

「利
賀
少
年
自
然
の
家
」
で
す
。

川悦境
五
箇
山
の
大
自
然
と
歴
史
や

豊
か
な
民
族
文
化
を
学
習
教
材
と
す

る
こ

の
少
年
自
然
の
家
は
、
敷
地
面

積
四
万
七
千
平
方
れ
と
雄
大
そ
の
も

の。

二
百
人
の
小

・
中
学
生
を
収
容

利賀村の伝統文化に新風を吹きこんだ早稲田小劇場

合掌造り とモダンな塔との組み合わせが美しい

す
る
建
物
に
は
宿
泊
室
の
は
か
研
修

室
、
談
話
コ
ー
ナ
ー
、
読
書
室
、
食

堂
、
体
育
室
等
が
完
備
さ
れ
、

玄
関

と
ト
イ
レ
に
は
身
障
者
用
の
ス
ロ

l

プ
や
子
す
り
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

屋
外
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
、

オ
リ

エ
ン
テ

l
リ
ン
グ

コ
l
ス
等
が

設
け
ら
れ
て
お
り

近
く
に
あ
る
五

箇
山
ス
キ
l
場
と
合
わ
せ
て
、
大
自

然
に
溶
け
込
み
な
が
ら
共
同
宿
泊
学

習
が
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

青
少
年
が
健
全
に

そ
し
て
た
く

ま
し
く
育

つ
こ
と
は
私
た
ち
だ
れ
し

も
の
願
い
。

県
で
は
青
少
年
の
た
め

の
宿
泊
学

習
施
設
と
し
て
呉
羽
少
年
自
然
の
家
、

こ
と
し
八
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
砺
波

青
少
年
の
家
を
始
め
と
し
た
四
つ
の

青
少
年
の
家
な
ど
を
既
に
建
設
し

さ
ら
に
、
国
立
少
年
自
然
の
家
も
建

ぷ
準
備
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

、ヤッタ ー/"付近の川でイワナのつかみ

どりに興じる子どもたち

て
、
利
賀
少
年
自
然
の
家
が
完
成
す

れ
ば
、

青
少
年
の
た
め
の
宿
泊
学
習

施
設
は
よ
り

一
層
充
実
す
る
わ
け
で

す
。次

代
を
担
う
青
少
年
が、」

れ
ら
の

施
設
を
十
分
に
活
用
し

心
身

t
も

に
健
康
で
た
く
ま
し
く
育

つ
、』と
を

願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

青少年のための宿泊学習施設
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第 11目黒政世論調査結果まとま る一一一一一一 1~ 7 

意識調査にみ る富山の婦人 8 ~10 

相談室⑬ 11 
市町村長話⑫井波町

笠の緒峠 の狐 12~ 13 

消費生活の安定及び向上に関する条例一一一一一一1 4~15

まわりまわ ってか えってく る税 16~ 17 

ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
度
県
政
世
論
調
査
の
結
果
が
こ
の

」
の
調
査
は
、
県
政
の
各
分
野
に
つ
い
て
県
民
み

な
さ
ん
の
関
心
、
要
望
な
ど
を
と
ら
え
、
今
後
、

県

の
行
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
実
施
し
た
も
の
で
す
。

今
回
は
、
県
政
で
重
き
を
お
い
て
い
る
物
価
、
省
エ

望
等
の
は
握
に
重
点
を
置
き、

ネ
ル
ギ

l
、
婦
人
問
題
に
関
す
る
県
民
の
意
識
、
要

ま
た
、
新
し
い
観
点

か
ら
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
働
く
意
欲
、
私
立
高
校

に
対
す
る
期
待
、
県
立
美
術
館
の
関
心
度
等
を
と
り

あ
げ
ま
し
た
。

た
特
徴
に
つ
い
て
記
載
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
調
査
結
果
の
う
ち
、
顕
著
に
あ
ら
わ
れ

1 

¥
、
調
査
項
目

ノ

①
物
価

③
ス
ポ
ー
ツ

②
行
エ
ネ
ル
ギ
ー

⑨
H
4

ぶ
術

③
附
人
問
題

⑪
鴨
川祭

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

。
山
本
の
消
叫
拡
大

⑤
」UM
齢
化
社
会

。
広
報

・
公
聴

⑥
防
災

。
県
政
へ
の
要
望

⑦
教
育

/
 

'-
¥ 

調
査
設
計

ノ

八
九
三
一

O
じ

ou

調
査
地
域

高
山
県
全
域

調
査
対
象

制
二
十
歳
1
満
七
卜
九

成
ま
で
の
男
女

標

本

数

一
、
二
O
O
人

抽
出
方
法

層
化
副
次
無
作
為
抽
出

法

調
査
時
期

主
十
五
年
八
月

調
査
方
法

調
上
旬
い
貝
に
よ
る
個
別
面

悼
情

調

上

九日

/
日

収

率



あ
な
た
は
物
価
の
上
昇
を
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
か

〈
九
割
以
上
が
物
価
の
上
昇
に
関
心
〉

ま
ず
、
物
価
の
仁
界
を
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
る
か
を
聞
い
て
み
た
と

こ
ろ
三
四

・
二

γ
の
人
が

「
生
活
を

き
リ
つ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

」
と

答
え
て
お
り
、
次
い
で
、

「
物
価

t
舛

に
迫
い
つ
い
て
い
く
の
が
粘

一
杯
で

あ
る
」
と
い
う
人
が
ち
ょ
う
ど
三
訓

「
物
価
の
上
斜
で
将
来
へ
の
備
え
が

心
細
い

」
を
あ
げ
る
人
が
二
八

・
二

行
と
若
干
の
差
が
あ
る
も
の
の
、
は

ぼ
三
分
間
さ
れ
て
お
り
、
・
全
体
の
九

訓
以
上
が
物
価
の
ト
し
口
升
を
懸
念
し
て

い
ま
す
。

次
に
、
物
価
の
上
舛
に
対
し
て
日

頃
心
が
け

て
い
る
こ
と
で
は

「安
い

対
策
で
は
、

ほ
ほ
八
割
の
人
が

「
不

必
要
な
電
灯
は
こ
ま
め
に
消
す
」
を

あ
げ
、
次
い
で
半
数
強
の
人
が

「
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
っ
け

っ
ぱ
な
し
を

や
め
た
り
見
る
時
間
を
へ
ら
す
」
ょ

う
心
が
け
て
お
り
、
こ
の

二
つ
が
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
よ
く
実
行
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
主
婦
を

中
心
と
し
た
女
性
の
実
行
度
が
全
般

に
高
く
な

っ
て
お
り
、
男
性
は
マ
イ

カ
ー
自
粛
に
お
い
て
だ
け
、
わ
ず
か

に
女
性
を
上
回

っ
て
い
ま
す
。

省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と

し
て
行
政
機
関
に
期
待
す
る
こ
と
で

は
、
ほ
ぽ
半
数
の
人
が

「
広
告
灯
、

ネ
オ
ン
サ
イ
ン
な
ど
の
点
灯
時
聞
の

短
縮
指
導
」
を
あ
げ
(
四
九
・
二
行
)
、

次
い
で

「
テ
レ
ビ
放
送
時
間
の
旬
結

指
導
」
を
望
む
人
が
三
六

・
九

r、

「
マ
イ
カ
ー
使
用
の
自
粛
指
導
」一一一

三

・
九
行
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
別
で
み
る
と

「
テ
レ
ビ
放
送

時
間
の
短
縮
指
導
」
、
「
マ
イ
カ
ー
使

用
の
自
粛
指
導
」
を
あ
げ
る
人
が

二
十
歳
代
で
著
し
く
低
く
な

っ
て
い

ま
す
。

同
を
選
ん
で
買
う
」
が

4
凹

次
い
で

「
子
持
ち

の
も
の
を
節
約
し

な
が
ら
使
う
」
が
山
六

・

4
rと
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
郡
部
で
は
「
家

庭
菜
闘
な
ど
で
什
給
を
心
叶
け
て
い

る
」
人
も
多
く

い
ま
す
。

次
に
、
物
価
卜
.
U
汁
の
嬰
凶
は
何
か

と
た
ず
ね
る
と
、

八
訓
近
い
人
が

「原
油
等
の
価
栴
が
上
舛
し
た
た
め
」

と
答
え
、
次
い
で

「
公
共
料
金
が
上

υ外
し
た
た
め
」
と
す
る
人
が
半
数
を

山
め
、
以
下

「
人
件
仰
は
いか
仁
川
升
し
た

た
め
」
及
び

「
流
通
れ
路
が
同
維
な日

物価上昇に対する意識(男女別、年齢別)
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男

図 1か男
友

11E 

)J 
差
カ3

あ
る

と
回，じ，、

ま
す

〈
差
は
な
い
が
幻
%
〉

ヒ.，
ト!

た
め
」
を
そ
れ
ぞ
れ
三
人
に

一
人
が

あ
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
年
齢
別
に
み
る
と
山
卜
必

代
お
よ
び
丘
卜
歳
代
で

「
原
油
等
の

価
格
が

t
H介
し
た
た
め
」
や

「
公
共

料
金
が
上
外
し
た
た
め
」
と
い
う
人

が
多
く
い
ま
す
。
逆
に
れ
い
世
代
で

は

「
流
通
椛
路
が

'M維
な
た
め
」
と

巧
え
る
人
が
多
く
、
ま
た
、
こ

の
こ

と
は
学
歴
が
高
く
な
る
ほ
ど
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

物
価
対
策
と
し
て
県
に
望
む
こ
と

で
は

「
食
料
品
や
日
山
川
な
と

の
悩

栴
調
作
、
監
視
の
強
化
」
が
三
九

・

問

γ
で
最
も
多
く
、
次
い
で
、

「
食
料

日頃の省エネ対策と実行度(男女別)

( :'l = 1(70) 

白
川
や
日
用
品
な
ど
の
安
定
的
な
供
給

確
保
」
が
三
じ

・
川
「
で
ほ
ぼ
並
ん

で
い
ま
す
。
続
い
て
、

「
公
共
料
金
の

抑
制
に

つ
い
て
関
係
機
関
へ
働
き
か

け
る
」
が
三
二

・
三
十

、
「
生
鮮
食
料

日
山
な
ど

の
共
同
購
入
や
産
地
直
結
版

先
の
推
進
」
が
三

0
・
じ
↑‘

と
な

っ

て
お
り
、

H
頃
の
食
生
活
な
ど
生
川

に
内
結
し
た
施
策
に
対
す
る
期
待
が

強
く
な
っ
て

い
ま
す

男
女
別
で
み
る
と
、

「
食
料
品
な
ど

の
価
肱
川
羽
州
内
、
監
悦
の
強
化
」
や
「
流

通
の
近
代
化
、

A
H
m
h
化
を
凶
る
」
は

男
性
に
多
く
、
女
性
は

「
食
料
品
な

ど
の
安
定
的
な
供
給
時
保
」
、
「
生
鮮

食
料
品
な
ど
の
共
同
購
入
や
産
地
山

結
版
売
の
推
進

一を
望
ん
で
い
ま
す
。

H
頃
心
が
け
て
い
る
行
エ
、
不
は

〈
叩
%
が
電
灯
を
こ
ま
め
に
消
す
〉

2 

家
庭
で
の
日
頃
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

一
川
辺

何
J
U

心
が
け
て
い
な
し

口日

図2

80 

円

UPO
 

女
性
特
有
の
母
性
機
能
を
除
い
た

場
合
、

男
女
の
能
力
に
差
が
あ
る
か

の
質
問
に
、

「
そ
れ
ぞ
れ
特
性
が
あ
リ

比
較
で
き
な
い

」
が
問
二

・
一
二
十
で

最
も
多
く
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

男
性
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
」
が
二

八

・
一
十

で
続
き
、
「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
、

女
性
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る

と
い
う
人
は
わ
ず
か

一れい
未
洲
で
す

同
十
歳
代
お
よ
び
六
卜
必
以
上

の

女
性
で
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性

の
方
が
す
ぐ
れ
て

い
る
」
と
答
え
て

い
る
人
が

男
性
よ
り
多
い
点
が
注

目
さ
れ
ま
す
。

女
性
に
対
す
る
扱
い
に
つ
い
て
は

女性は平等に扱われている カ、図3

40 

20 「

「平
等
で
は
な
い
が
能
力
差
な
ど

を
考
え
れ
ば
実
質
的
に
平
等
に
扱
わ

れ
て
い
る
」
と
思

っ
て
い
る
人
が
間

三

・
六
ド
で
肢
も
多
く
、

っ
キ
等
に
披

わ
れ
て
い
る
」
と
答
え
た
人

一
0
・

一
γ
を
合
わ
せ
る
と
、
半
数
以
上
の

人
が

《
平
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
》
と

思

っ
て
い
ま
す
。

特
徴
的
な

の
は
若
い
女
性
ほ
ど
「

平
等
に
扱
わ
れ
て
い
な
い

」
と
い
う

人
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る

こ
と

で
す
。

ま
た
、
「
平
等
に
扱
わ
れ
て
い
な
い
」

・
一二

γ
に
対
し
、

と
答
え
た
人
間
一

ど
ん
な
場
所
で
平
等
に
扱
わ
れ
て
い

な
い
か
を
尋
ね
て
み
る
と
、
半
数
が

「
職
場
の
中
で
」
と
符
え
て
お
り
、

次
い
で

「家
庭
の
中
で
」(
四
二
引
い
)
、

「
地
域
社
会
の
中
で
」
(
三
三

・
九
引い)

と
な

っ
て
い
ま
す
。

学
歴
別
の
大
卒
者
で

「
職
場
の
中

で
」
干
等
に
扱
わ
れ
て
い
な
い
、
と

言
っ

て
い
る
人
が
全
体
平
均
を
大
幅

に
上
回

っ
て
い
る
の
と
、

4
十
歳
以

上
の
女
性
で
、

「家
庭
の
中
で
」
と
答

え
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
が
目
立

つ

て
い
ま
す
。

U
T
等
に
扱
わ
れ
て
い
な
い
場
所
と

そ

の

他

た
り
、
瓜
の
閉
山
を
少
f
d
く
す
る

へ川
誠
仰
の
山
き
場
刈
に
討
を
配
~

ま
に
し
る
い

H

阿
川仰協
の
け
火
な
ど
を
つ
け
た
ま

郎ハ庄
の冷一
M

M
W
J
M
山
を
訓
仰
す
る

か
、
え
る

マ
イ
カ
ー
の
使
用
を
な
る
べ
く
ひ

沈
市
を
卜
T
に
や
る

す
す
ぎ
の
山
仁
川
悦
中
小
す
る
な
と
、

い
よ
う
に
泊
ま
せ
る

へ
川
市
は
・
不
快
の
行
が
川
を
あ
け
な

や
め
た
り
、けん
る
時
間
を
へ
ら
す

テ
レ
ビ

・
ラ
シ
オ
の
つ
け
っ
ぱ
立
し
を

不
必
一裂な
屯
灯
は
こ
ま
め
に
出
す

し
て
、
「家
庭
の
中
で
」
、
「
地
域
社
会

の
中
で
L

を
あ
げ
る
人
は
、
そ
の
理

由
と
し
て
半
数
が
「
古
く
か
ら
の
し

き
た
り
や
慣
河
が
あ
る
か
ら
」
と
拝

え
て
い
ま
す
。

女
性
で
は
、

「
男
性
の
理
解

・
協
力

が
足
り
な
い
か
ら
」
を
あ
げ
る
人
が

多
い
の
に
対
し
、
男
性
は
、

「
女
性
の

自
覚
が
厄
り
な
い
か
ら
」
と
言、
っ
人

が
女
性
の

μ
倍
も
い
る
点
が
注
目
さ

れ
ま
す
。

職
場
に
お
い
て

「
平
等
に
抜
わ
れ

て
い
な
い

」
と
い
う
人
の
理
由
は
、

「
女
性
を
男
性
の
補
助
的
な
労
働
者

と
し
て
し
か
み
て
い
な
い
か
ら
」(
川

3 

O
い
什
)

と
な

っ
て
い
ま
す
。

女
性
が
職
業
を
持
つ
こ
と
に
つ
い

て
は
、

「
子
供
が
で
き
た
ら
職
業
を
や

め
、
家
事
育
児
に
専
念
し
、
子
供
に

手
が
か
か
ら
な
く
な

っ
た
ら
再
び
職

業
を
も
っ
方
が
よ
い

」
と
い
う
い
わ

ゆ
る

〈
再
就
労
タ
イ
プ

〉
が
敢
も
多

く、

「
女
性
も
社
会
、
経
済
を
身
、
え
る

と
い
う
認
識

の
も
と
に
ず
っ
と
職
業

を
持
ち
続
け
る
方
が
よ
い

」
と
い
う

〈
生
涯
就
労
タ
イ
プ
〉
と
合
わ
せ
る

と
、
こ
れ
ら
二
つ
で
全
体
の
七
割
を

ー
は
め
て
い
ま
す
。
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〈
日
%
が
体
験
〉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
の
有

無
を
聞

い
て
み
た
と

こ
ろ
五
四

・
一

行
の
人
が
参
加
経
験
有
り
と
答
え
、

そ
の
内
容
は
、
「道

路
、
溝
、
公
固
な

ど
の
清
掃
」
、
(三

三

・
四
行
)
「
献
血

献
体
な
ど
」
(
三
二

・
四
訂
)

が
多
く

な

っ
て
い
ま
す
。

男
女
別
で
み
る

と
「
道
路
、
溝
、

公
固
な
ど
の
清
掃

」
、
「
防
火
防
犯
活

動
」
は
男
性
に
多

自主防災組織は必要か図6

33.4 

ボランティア活動参加の内容

10 20 30 

道路、H号、公l.:il
などのが"ha

図4

く、

「
不
用
品
交
換
共
同
購
入
、
商
品

テ
ス
ト
、
苦
情
相
談
な
ど
の
消
費
者

保
護
活
動
」
は
女
性
に
多
く
い
ま
す
。

何
歳
ま
で
働
き
た
い
て
す
か

〈
日
歳

i
m
歳
が
幻
%
〉

近
年
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
著

(N =578) 

献1(ll 献(.t;な ど

品、ぃ;1;)IH!t luH} il: 
などの砕すそ運動

交通安全のiMll有持

社会九'，ld地設の慰問
ゃれIi除などのヰ什一泊到j

スホーツ体JJっく り
のm4

不用品交換、共|百l購入
商品テスト 、["i情、村l談
などの消費者保泌治到j

災害にあった人ゃ'f.i，f;
に阿っている人の|世話
やは助

E人の，;，r， UllTやIH:，;，f，

ま
た
、
組
織
の
規
模
と
し
て
は
「

町
内
会
や
部
落
単
位
」
(
七
二
・
二
打
)

が
適
当
で
あ
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
の
関
心
事
は
何
で
す
か

〈
健
康
・
体
力
向
上
は
M
%
v

小
・
中

・
高
校
教
育
に
関
し
て

(N=1070) 

現
在
、
最
も
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
と
し
て
、

「
健
康
や
体
力
の
向
上
」

40% 

34.7 

30 

22.1 

高等教育機関の整備の方向

10 25 

高半者の多様な進路に合わせて''f:

料、学生数を多 く収容する大学を

新し く設置又は誘致する

学科、学生数が少なくても、特色の

ある大学を新しく設置又は誘致する

地域の産業・文化に結びつく実務

的な制大を則投又は議放する

専門学校・職業訓練校を.1>;':やす

ド1.J1:の富山大宇、富山医科薬科大

学の学部、学科をtrI設する

女 fを中心とした一般教養を高め

る州大を汗i設Xは誘致する

図7

し
く
伸
び
、
在
年
ま
で
の
就
労
は
生

活
の
大
き
な
テ
!
?
で
す
。

こ
こ
で

は
何
歳
ぐ
ら
い
ま
で
働
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
の
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と

「五
十
六
歳
1
六

十
歳
ぐ
ら

い
ま
で
」
働
き
た
い
と
答

え
る
人
が
二
七
行
で
最
も
多
く
、

「
六

十
六
歳

1
い
つ
ま
で
も
」
と
す
る
人

が
二
一

・
二
打
、
「
六
十

一
i
六
十
五

歳
ぐ
ら
い
ま
で
」(一

九
訂

)
と
な

っ

て
い
ま
す
。

五
十
長
代
の
人
で
、

「
五
十
六
歳
j

六
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
」
と

「
六
十

一

応戚

j
六
十
丘
歳
ぐ
ら
い
ま
で
」
を
あ

げ
る
人
が
、
ほ
か
の
年
代
と
比
べ
て

極
め
て
高
い
点
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

IJ少年ゲルー7 の
m4育成

病人や附存者の
の世司

の，;J(.f品
などのキ(1:;，1;動

を
六
割
強
の
人
が
あ
げ
て
い
ま
す
。

次

い
で
半
数
が

「
し
つ

け
や
生
活
指

導
」
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
二
つ

が
主
た

る
関
心
事
と
な

っ
て

い
ま
す
。

小
学
生
か
ら
大
学
生
の
子
を
も
っ

人
は、

J
子
校
の
学
習
の
充
実
」
を
あ

げ
、
な
か
で
も
中
学
生
か
ら
大
学
生

の
い
る
人
は、

「
進
路
指
導

(進
学
や

就
職
)」
に
示
す
関
心
が
か
な
り
高
く

な

っ
て
い
ま
す
。

〈
学
科
・
学
生
数
を
多
く
収
容
す
る

大
学
を
〉

富
山
県
は
、
県
外
の
大
学
に
進
学

す
る
人
の
割
合
が
高
い
と
い
わ
れ
て

(N =1070) 

い
ま
す
。

こ
れ
か

ら
の
高
等
教
育
機

関
の
整
備
の
方
向

と
し
て
は
、

三
四・

七

カf

「
高
卒
者

の
多
様
な
進
路
に

合
わ
せ
て
学
科
、

学
生
数
を
多
く
収

その他

特にない

わからない

容
す
る
大
学
を
新

し
く
設
置
又
は
誘

致
す
る
」

こ
と
を

望
ん
で
お
り
、
整

備
の
指
針
を
示
す

ト

ッ
プ
事
項
と
な

六
十

一
歳
以
降
も
働
き
た
い

理
由

は
、
半
数
以
上
が
、
「
働
い
て
い
た
方

が
健
康
に
よ
い
か
ら
」
と
な

っ
て
い

そ
し
て
五
十
歳
代
及
び
六
十

歳
以
上
で
は
「
働
く
こ
と
に
生
き
が

い
を
感
じ
る
か
ら
」
を
あ
げ
る
人
が

多
く
な

っ
て

い
ま
す
。

主
人
が
生
き
が
い
と
う
る
お
い
の

ま
す
。

あ
る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
行
政
機
関
に
望
む
こ
と
で
は
、

「
年

その他

31.1 

30.6 

40.8 

図5

20 ~ 29歳 ! 17 . 8 I 17.8 

30 ~ 39歳 | 12.7 1 12.2 1 29.1 

40 ~ 49歳 | 1 1. 7 l 16.0 1 

50 ~ 59歳。、8.2 1 31.6 

3己

，、

っ
て
い
ま
す
。
次
い
で

「
学
科
、
学

生
数
が
少
な
く
て
も
、
特
色
の
あ
る

大
学
を
新
し
く
設
置
又
は
誘
致
す
る
」

(二
五

・
七
行
)
、
「
地
域
の
産
業
、

文
化
に
結
び
つ
く
実
務
的
な
短
大
を

増
設
又
は
誘
致
す
る
」
(
二

四
・五
行
)

が
続
い
て
い
ま
す
。

次
に
、
地
元
社
会
と
の
つ
な
が
り

で
大
学
に
望
む
こ
と
で
は
、
「
地
域
に

関
す
る
研
究
を
行
い
、

又
は
研
究
の

成
果
や
情
報
を
地
元
に
提
供
す
る
」

こ
と
が
コ
二

・
五
ト什
で
最
も
多
く
、

学
校
の
体
育
館
な
ど
の
施
設
開
放
や

共
同
の

研
究
、
開
発
な
ど
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
先
生
を
は
じ
め
と
し
た

大
学
側
か
ら
の
知
識
、
情
報
の
提
供

を
よ
り
多
く
望
ん
で
い
ま
す
。

〈
し
つ
け
教
育
の
重
視
を
〉

私
立
高
校
に
関
し
て
特
に
力
を
入

れ
れ
ば
よ
い
こ
と
で
は
、

「道
徳
の
時

金
の
充
実
な
ど
生
活
安
定
の
保
障
」

を
望
む
声
が
最
も
強
く
、
六
割
近
く

を
ト山
め
て
い
ま
す
。
次
い
で

「主
人

を
大
切
に
す
る
家
庭
環
境
づ
く
り
の

啓
発
」
を
あ
げ
る
人
が
三
七

・
八
行

寸老
人
医
療
の
充
実
」一一一」
ハ
Y
と
な

っ
て

い
ま
す
。「
主
人
を
大
切
に
す
る

家
庭
環
境
づ
く
り
の
啓
発
」
は
、
五

十
長
以
上
の
人
が
多
く
望
ん
で
い
ま

す
。

4 

4乙

.~ど戸ν片可ケつ

ATW ~ 

〈
防
災
は
町
内
会
、
部
落
ご
と
に
〉

災
害
に
備
え
て
自
分
た
ち
の
地
域

60歳

は
自
分
た
ち
で
守
る

「
自
主
防
災
組

織
」
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

六
五

・
三
行
の
人
が
「
必
要
で
あ
る
L

と
し
て
お
リ
、

「
必
要
で
な
い
」
と
答

え
た
の
は
一

O

一
行
で
し
た
。

聞
な
ど
を
設
け
て
し
つ
け
教
育
を
重

視
す
る
」
を
あ
げ
る
人
が
三
五
行
で

最
も
多
く
、
次
い
で
こ
れ
と
大
差
な

く

「特
定
科
目
に
重
点
を
置
く
な
ど

生
徒
の
個
性
に
あ

っ
た
指
導
」
(
三
一

・
八
行
)
と
な

っ
て

い
ま
す
。

5 

あ
な
た
は
運
動
し
て
い
ま
す
か

〈
ス
ポ
ー
ツ
や
り
た
い

1
3
人
に
2
人
〉

現
ゎ
仕
、
何
ら
か
の
ス
ポ
ー
ツ
を
や

は
ば
半
数
で
、
こ

っ
て
い
る
人
は
、

れ
か
ら
始
め
た
い
と
い
う
人
は

一
九

運動やスポーツ参加の

有無と今後の参加意向
(Nニ 1070)

これから現在

図8

100 

特にな し

49.5 

わからなL、1.2 

50 



五
行

い
ま
す
。

四
割
の
人
が

「
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ

体
操
」(
四
二

・
二
引い
)
を
や
っ
て
お

リ、

次
い
で
「
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
」
、
(
一

五

・
一
U
'
己
、
「
ラ
ン
ニ
ン
ク
(
ジ
ヨ

ギ
ン
グ

)」

ご

三

・
三
引い
)
と
な

っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
や
り
た
い
運
動
も

「
テ

レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
あ
げ
る
人

が
一
番
多
く
い
ま
す
。

県
立
近
代
美
術
館
に
何
を
期
待
し
ま

す
か

〈
糾
%
1
郷
土
の
美
術
作
品
展
の
開

催
を
希
望
〉

来
年
七
月
開
館
予
定
の
県
立
美
術

館
に
つ
い
て
、

県
民
の
関
ヘ
心
度
は
、

「
お
お
い
に
関
心
が
あ
る
」

カ
九

・

七
行
、
「
関
心
が
あ
る
」

が
二
七

・
二

u
h
で
、
合
わ
せ
て
三
六

・
九
行

の
人

が
関
心
を
持

っ
て
い
ま
す
。

県立美術館の仕事に対する要望

(N =1070) 

図9

44.2 

40 

30 

望
む
人
が
山
川

っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
美
術
館
の
仕
事
と
し
て
は

「
郷
土
の
美
術
作
品
展
の
開
催
」
を

nu
 

l
 

二
打
、
「
日
本
の
美

術
作
品
展
の
開
催
」
か
三
七
?
と
な

朝食にごはんを食べない理由

(N =132) 

図11

24.1 

20 

よ
く
見
る
県
の
広
報
、

何
で
す
か

公
聴
活
動
は

〈
7
割
が
公
聴
活
動
を
周
知
〉

県
の
広
報
と
し
て
よ
く
見
る
も
の

は
、
新
聞
が
四
七

・
二
'H

で
周
知
度

で
は
ト

ッ
プ
を
占
め
た
も
の
の

、
昨

年
に
続
い
て
低
下
し
て
い
ま
す
。

そ
nu
他

家
で
食
べむ
い
か
ら

く
と
思
う
か
ら

米
食
の
打
が
いけ川
く
つ

だ
か
ら

判州則
い
か
め
ん
ど
う

な
ん
と
な
く

わ
か
な
い

、}
は
ん
た
と
食
欲
か

か
か
る

食
べ
る
の
に
時
間
か

月
け
カ
ら

川市本
長
る
ど
他
収
ー
の

M
き
た
か
ら

ハン
な
どの
ト々
か

刊行間
に
な
う
て
い
る

ハ
、
/
な
と
を
食
べ
る

の
傾
向
は
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
も
比
ら

れ
、
北
日
本
放
送

「
こ
ん
に
ち
は
古
田

よく見る県の広報 (N = 1(70) 

10 20 30 40 

図12

50% 

47.1 
54.5 

仁コ 111 司 1 !t ， JI~ ftf..'.米

新聞「みんなの県政」
「県からのお知らせ」

テレビr110万人のひろば」

月刊誌県広報「とやま 」

テレビ「こんにちは福山県です」

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

コ
ー
ナ
ー
の
開
設

美
術
に
関
す
る
質
問

美
術
に
関
す
る
情
報
の
提
供

美
術
図
書
の

一
般
閲
覧

講
演
会
、
講
座
の
開
設

美
術
に
関
す
る
映
写
会
、

展
示
作
品
の
解
説
活
動

外
国
の
美
術
作
品
展
の
開
催

日
本
の
美
術
作
品
展
の
開
催

郷
土
の
美
術
作
品
展
の
開
催

20 

10 
〈
非
行
防
止
は
有
害
環
境
の
取
り
締

り
で
〉

少
年
の
非
行
防
止
で
普
祭
に
望
む

こ
と
で
は
、

「
少
年
に
悪
い
彩
特
を
与

少年の非行防止で警察に望むこと

( N = 1070) 

図10

25.6 

(00 ) 

30 

山

で
「 す

は
二
六

・

4
r、
市
山

一
O
万
人
の
ひ
ろ
ば
」

は

二
二
十

で
す
。
(
図
ロ

)
片
刊
誌
県

広
報

「
と
や
ま
」
(
二
三

・
六
十
)
は、

は
ぼ
昨
年
並
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ

県
が
行

っ
て
い
る
公
聴
活
動
に
つ

い
て
周
知
状
況
を
調
べ
た
と
こ
ろ

「
県
政
バ
ス
教
宅
」
を
三
六

・
八
十

の
人
が
知

っ
て
お
リ
、
次
い
で

「
県

民
相
談
宅
」

の
三
二

・
五

r、
「
知
事

と
語
る
会
」
二
八

・
七

γ
と
な

っ
て

い
ま
す
。

は
ぼ
七
訓
の
人
じか
こ
う
し

た
何
ら
か
の
公
聴
活
動
を
知

っ
て
い

ま
す
。

いずれも見ない

県
政
で
力
を
人
れ
て
は
し
い
の
は
何

で
す
か

〈
物
価
、
消
費
生
活
は
印
%
強
〉

県
政
に
つ
い
て
、
県
民
が
力
を
入

え
る
環
境

(
映
画

雑
誌
な
ど
)
の

取
り
締
り
」
を
山
人
に
一
人
が
あ
げ

て
お
り

こ
れ
は
男
性
よ
リ
女
性
に

多
く
、
特
に
主
婦
や
、
高
校
生
の
子
供

を
も
っ
人
に
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
主
食
は
何
で
す
か

〈
夕
食
は
。
ご
は
ん
。
|

!
日
%
〉

毎
日
何
を
主
食
と
し
て
い
る
か
尋

ね
た
と
こ
ろ

二
食
と
も

「
ほ
と
ん

ど
ご
は
ん
」
を
食
べ
る
と
い
う
人
が

圧
倒
的
に
多
い
も
の

の
制
食

昼

食

に
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
人
が
そ
れ
ぞ

れ

一
.1
r
い
ま
す
。

朝
食

昼
食
に
ご
は
ん
を
食
、へ
な

い
人
は

魚
沖
、
砺
波
地
域
に
比
べ

て
富
山
、
高
岡
地
域
に
多
く
な

っ
て

い
ま
す
。

朝
食
に
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
人

の

埋
由
は

「
ハ
ン
な

同
人
に

一
人
が

ど
を
食
べ
る
門
慣
に
な

っ
て
い
る
か

巴

ら
」
と
し
て
い
ま
す
。

学
校
や
保
必
半
引
に
ま
カ
ゼ
る

そ
の
他

家
山
少
年
の
V
期
発
見

(保
護
)
活
動

非
行
防
止
の
た
め
の
広
報
活
動

偉
い
察
と
学
校

(職
場
)
と
の
連
携
活
動

地
域
く
る
み

の
非
行
化
防
止
運
動

}愛
の
ひ
と
声
」
運
動
な
ど
、

し
つ
け
な
ど
家
目駐
教
育

の
伴
発

少
年
を
非
行
に
誘
う
お
と
な
の
犯
穿
の
取
締
リ

街
γ

聞
や
山
川
肌
リ
州
場
な
ど
で
の

補
導
活
動

(映
画

・
雑
誌
な
ど
)
の
取
締
り

少
年
に
悪
い
彩
響
を
与
、
え
る
環
境

51年 52 53 54 55 

l 物価対策 物価消費生活 物価消費中川 物価消t'l生iffJ 物価消費生活

45.0 58.7 46.4 50.5 60.6 

2 
社会福祉 j2.¥棟保健衛生 社会協祉 社会悩ffI: 社会悩祉

35.1 42.5 41.3 40.3 42.9 

3 
市少年の健全育成 社会悩祉 医療保健衛生 医療保健衛生 医療保健衛生

27.6 41.8 34.3 32.1 34.1 

4 
学校教育 一行少年の健全育成 ヒ下水i且t，'r帽 扇町l安定 労働対策 雇用安定労働対策

26.8 29.5 24.7 24.1 25.0 

5 
農業のJh興 交jill.i<.'全対策 道路'1'倫 尖jill安全対策 北陸新幹線

23.9 28.7 23.2 21.4 21.8 

6 
交通安全対策 1.ド水道特倫 交通安全対策 上下水道管倫 交通安全対策

23.2 28.7 21.0 21.3 21.3 

7 
中小企業対策 中小合1-;対策 北陸新幹線 公吉f~lj 止対 :北 公2害防止対策

20.3 20.4 15.8 17.6 17.6 

8 
公害防 d対策 ~t ll主新幹線 公団結I也tXr輯 学校教育 上下水滋繁備

18.3 20.4 15.2 17.4 17.2 

9 
1: f水道停1曲 過路町~r曲 中小企業対策 ill路幣1品 道路繁1輯

17.7 19.0 14.8 16.9 16.4 

10 
北陸新幹鰍 公主紡 iI.Nl草 公書防 iI対策 mキ新幹線 中小企業対策

13.4 18.1 14.2 16.6 16.0 

20 

10 

司ト

県政への要望図13れ
て
ほ
し
い
と
望
む
度
合
は
、
図
日

の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

「
物
価
、
消
費
生

活
」
に
対
す
る
要
望
が
肢
も
強
く
、

しハ

0
・』ハ
十
を
占
め
て
お
り
、
次
い

で

「
社
会
制
祉
」
、
「
医
療

・
保
健
衛

生
」
、
「
雇
用
安
定
、
労
働
対
策
」
、

「
北
陸
新
幹
線
」
、
「
交
通
安
全
」
の

順
と
な

っ
て
い
ま
す
。

肢
も
.要
望
度
の
高
い

「
物
価
、
消

フ

費
生
活
」
は
、
四
十
八
年
以
来
ノ
昨
年

ト

ッ
プ
を
山
め
て

い
ま
す
が
、
こ
と

し
は
川
年
よ
り
さ
ら
に

一
O
γ
も

の

仁
川
升
を
見
せ
て

い
ま
す
。

順
位
及
び
要
望
度
と
も
に
ア
ッ
プ

し
た
も
の
で
は
、

昨
年
卜
位
か
ら
今

年
ム
位
に
上
外
し
た
「
北
陸
新
幹
線
」

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、

「
中

小
企
業

(商
業
、

薬
業
を
含
む

)
対

策
が
卜
位
に
ラ

ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す



意
識
調
査
に
み
る

山
の

『
人
生
印
年

「
婦
人
の
生
活
も
大
き
く
変
化

二低調なボランティア活動

約半数が差別を感じる一

「
人
生
わ
ず
か
丘
ト
年
」
と

い
う

一口
葉
が
あ
り

の
中
間
年
に
あ
た
り
、

こ
と
し
は
、
「
国
連
婦
人
の
十
年
」

県
で
は
、

デ
ン
マ
ー
ク

県
政
世
論
調
査
と
は
別

にに
、県

内
婦
人

1
、
家
庭
生
活
、 0

0
人
を
対
象

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等

の
社
会
参
加、

4
、
健
康
、

職
業

5 
2 

老
後
、

婦
人
施
策
等
へ
の
要
望
の
六
項
目
に

.
つ
い
て
意
識
調
査
を
し
ま
し
た
が
そ

の
結
果
を
紹
介
し
な
が
ら
、
今
、
婦

人
が
直
面
し
て
い
る
諸
問
題
に
ふ
れ

て
み
ま
し
ょ
う
。

ボランティア活動参加経験の有無

参加したこと
がない

73.8% 

図2

同斗

ノ、ート ・内職(2:3.9)
ー、，

自民 そ ，、 l人l そ
売の! の
サ他| 椴 1也

ヒ
ス
~ 

職業をも っている人の内訳 (N=783) 

年齢別内訳

)
-

内

d

一yk"を

・
-

q
，U
AU
耐
幽
干

に
U

一

A
q
一

(
』

者
一

湘

一
事
務
総

k
-

0.3 

図5

図4

下|営者(29.1) 
〈家政従業計〉

I ~殉!'I' :h 
休 L I11県
湾、 サ 皐月設
業 1

ビ
ス

83.2 

78.8 

3 種類別ボランティア活動参加状況
68.5 

図3

亡Zl 6 40% 20 30.5 47.4 

均
寿
命
は
急
速
に
伸
び
て
、
今
や
八

十
年
の
時
代
で
す
。
戦
前
に
比
べ

子
育
て
か
ら
解
放
後
の
期
間

(
末
千

就
学
後
)
が
、
二
卜
六
年
以
上
も
伸

び
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
家
事
の
合

理
化

核
家
族
化

サ
ラ
リ
ー
マ

ン

家
庭
の
附
加
等
に
よ
リ
、
婦
人
の
余

婦

お た
り
、
家
族
と
の
問
ら
ん
に
使

っ
て

も

っ
と
暇
が
出
来
た
ら
や
リ

た
い
こ
と
は
、

1
、
お
茶

・
お
花

・

書
道
な
ど
の
極
味
、

2
、
裁
縫
、
手

作一広、

3
、
読
書
な
ど
と
な

っ
て
い
ま

七

加
意
識
は ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
参

す
が

ま
だ
低
い
よ
う
で
す
。

(図
2

可
二
高
い
教
育
水
準

「
婦
人
の
能
力
は
増
々
充
実

高
校
進
学
半
で
は
男
子
を

k
凶
リ

18.5 'γ:校卒業

25.1結婚

26.2長 (11'，生
28.4末 (IH'!:

34.9末 (1比't

ま
し
た
が
、
戦
後
、
平

で
世
界
婦
人
会
議
が
開
催
さ
れ
る
な

人

暇
時
間
も
増
え
て
い
ま
す
。

同
大
や
四
年
制
大
学
へ
の
進
学
率
も

巴

伸
び
て
米
て
い
ま
す
が
学
科

の
選

ライフサイクルの変化

H{{和15年 II{{相32年 Hf{相53年
0，;友rlo此「ー-， 1101:& 

ど
婦
人
問
題
が
大
き
く
ク
ロ

ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

図 1

41.8 

23.6 

21.6 交通安全や防犯ifj動

献 [I[l

社会弘liftl施設等への
慰問、労務提供

，h、ぃ ;J~ f民共同募金
なと4l令活動

J邑路、「持、公園
なとtの治れrli

JI少年7Iし-7、f
供会等のtlI:，討i

択
に
偏
り
が
あ
り
ま
す
。

就
業
者
の
増
大

調
査
し
た
人
の
う
ち
、
職
業
を
持

っ
て

い
る
人
は
七
二

・
六
ア
で、

内

いと
号事

左
後
の
問
題
は
、
婦
人
問
題
の
重

要
な
件
で
す
が
、
老
後
の
葬
ら
し
万

と
し
て
は
、

「
f
供
と
暮
し
た
い

」
が

U
八

-u
γで
ト
ッ
プ

、
働
け
な
く

な

っ
た
場
合
の
生
計
は
、

「
主
と
し
て

婦
人
が

一
日
の
中
で
向
由
に
使
え

る
時
間
は

こ
j

三
時
間
が
多
く

割
の
人
が
テ
レ
ビ

ラ
ジ
オ
を
聞
い

教
育
水
準
の
上
昇

"" 

病人、 l止f家庭、かぎ
) (等の仕上~íj

1，¥訳、 千話等の
本fl:i，fj動

{什'IY 釘運動、物価 ~l
f見、 fU(運動等

その他

スポーツリーダー

訳
は
図

4
、

5
の
と
お
り
で
す
。

就
業
者
の
う
ち
、
被
傭
者
は
半
数

近
く
を
i
n
め
て
お
り
、
結
婚
し
て
も

や
め
な
い
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

年
全
で
や

っ
て
い
く
」

と
答
え
た
人

が
最
も
多
く
、
「
主
と
し
て
千
ど
も
に

出
倒
を
み
て
も
ら
う
」
が
続
い
て
い

ま
す
。
左
後
に
つ
い
て
の
不
安
と
し

て
は
、
「
健
康
」
「
配
偶
者
に
先
立
た
れ

70.5 )占化亡

50 

58.5 

60% 

あなたは老後は どのよ うな形で暮したいと思いますか

10 40 
-'-一一一ーー

30 20 

12.5 

78.33本人化亡

厚生省 「人口動態統計」

「簡易生命表Jr出産力調査」

文部省 「学校基本調査」

資料出所

9 

12.3 

図6

A:!trt( n分)だけで 持したい

fともと -ffil二十Lしたし、

旦人ホームに入りたい

20-29，荻

30-蹴 1
40-糊 1

50-腕 1

60-似!

fどもの家のi!Iくで砕したい

夫婦だけで 詳し配偶お と化~[J
後1;):( どもと-ffiに詳ーしたい

その他



る
こ
と
」
「
生
活
費
」
な
ど
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

給
与
・
定
年
等
に
格
差

l
J

男
女
の
不
平
等
し

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別

職
場
で
の
差
別
に

つ
い
て
は
四

山れ
の
人
が
差
別
き
れ
て
い
る
と
答
え

て
い
ま
す
。

男
女
の
役
割
分
担

「
夫
は
外
で
働
き
妻
は
家
庭
を
ま

常勤の被傭者に聞いた職場における男女差別の有無図7

111 

も
る
」
と
い
う
与
え
方
に
つ
い
て
は

賛
成
三
八

・
五
行
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
は
賛
成
三
四

・
五
打
と
、
七
三
行

の
人
が
支
持
し
て
い
ま
す
。

婦
人
の
地
位
向
上
の
た
め
に
考
、
え

ら
れ
る
こ
と
と
し
て
、

差別 されている

43% 

(Nニ 366)人

私
は
会
社
を
経
営
し
て
い
ま
す

が
¥
規
模
、
ガ
小
さ
い
だ
め
職
員
に

退
職
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
私
だ
ち
が
利
用
で
き
る
中

小
企
業
退
職
金
制
度
が
あ
る
と
聞

い
た
の
で
す
、
ガ
。

回
答

県
が
五
十
三
年
度
に
行
っ
た

調
査
に
よ
り
ま
す
と

は
ほ
一
割
近
く
か
退
職
金
制
度
を
も

た
ず

こ
の
傾
向
は
小
規
模
の
企
業

に
な
る
ほ
ど
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
で
も
退
職
金
を
支
払
え

る
よ
う
に
す
る
た
め
つ
く
ら
れ
た

「
中
小
企
業
退
職
金
制
度
」
は
、
次
の

よ
う
な
内
{
谷
に
な
っ
て
い
ま
す
。

。
加
入
で
き
る
企
業

こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
企
業
は

表
ー
の
と
お
リ
で
す
。

県
内
企
業
の

4・

。
加
入
さ
せ
る
従
業
員

全
従
業
員
を
加
入
さ
せ
る
の
が
原

則
で
す
が
、
次
の
人
は
加
入
さ
せ
な

く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

期
間
を
定
め
て
一雇
わ
れ
て
い
る
人

試
用
期
間
中
の
人

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
労
働
時
間
の

特
に
一
見
い
人

事
情
で
今
後
相
当
期
間
の
勤
続
が

で
き
な
い
人

。
加
入
手
続
き

申
し
込
み
は

銀
行
等
に
備
え
付

加入できる企業

従業員数又は資本金 業 極

300人以下又は 製造・運輸 ・建設 ・鉱業 ・農林水産

l億円以下 金融・保険 ・不動産業など

100人以下又は
卸売業

3，000万円以下

50人以下又は
小売 ・サービス業

1，000万円以下

表 1

ー
、
婦
人
の
教
育
、
教
養
を
高
め
る

-
}
シ
」

2
、
社
会
の
し
き
た
り
や
古
い
因
習

の
改
善
を
は
か
る
こ
と

を
上
位
に
あ
げ
て
い
ま
す
が

チI 69.9 

40 

31.4 

差別されている事柄

23.1 

20 

図8

舛給 ・給与の差別lがある

外j並の差別がある

能力を詳価してくiLない

け
ら
れ
た
用
紙
に
申
込
金
(
掛
金
一

ヵ
月
分
)
を
添
え
て
、
窓
口
に
差
し

出
し
て
く
だ
さ
い
。

(国庫補助金を合む)

Hト全片傾 1 年 2 年 3 年 5 年 10 年 20 年 30 年

円 円 円 円 円 円 円

1.200円 4.320 28.800 45.470 87.540 243.870 705.330 1司 516，000

3.000円 10，800 72 .000 110‘270 212.280 573.090 1，657，530 3.562，600 

5，000円 18.000 120.000 182，270 350，880 938，890 2，715司 530 5，836，600 

10.000円 36、000 240.000 362，270 697.380 1，853.390 5，360.530 11.521.600 

16.000円 57，600 384.000 578，270 1，113，180 2，950，790 8.534，530 18，343，600 

退職金額表 一一一掛金月額を変更しない場合一一表2

の
地
位

の
向
上
は
婦
人
が
自
ら
の
生

き
方
を
主
体
性
を
も

っ
て
選
択
、
設

計
し
そ
の
個
性
と
能
力
を
社
会
の

婦
人

た
め
に
生
か
す
よ
う
、
不
断
の
努
力

を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
達
せ

(N = 156)人

22.4 

17.3 

定年が男性より'(，、

能力にあ った仕事をさせ

てくれない

研修訓練を受ける機会
の差別ヵ、ある

結l崎 ・iI'，i圭退職WJしよう
やならわしがある

。
月
々
の
掛
金

掛
金
月
額
は
一
万

ら
れ
る
の

で
は
な
い

で
し
ょ
う

か

男女賃金格差の推移(男子=100)富山県図9

..f" 

万
六
千
円
ま
で
十
九
種
類
あ
り
、
従

千
円
か
ら

業
員
一
人
ご
と
に
決
め
て
も
ら
い
ま

担
で
す

す
。

こ
の
掛
金
は
全
額
事
業
主
の
負

。
退
職
金
額

退
職
金
は
、
掛
金
月
額
と
そ
の
納

表

2
)
ま
た

付
月
数
と
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

掛
金
月
額
を
明
傾

す
れ
ば
、
退
職
金
額
を
企
業
の
成
長

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

や
賃
金
、
退
職
金
の
世
間
相
場
に
あ

こ
の
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

で
は
、
掛
金
が
全
額
免
税
扱
い
と
な

り
、
納
め
た
掛
金
は
運
用
利
息
を
含

そ
の
う
え

め
て
全
部
が
退
職
金
に
あ
て
ら
れ

が
つ
け
ら
れ
ま
す

退
職
金
に
は
凶
の
補
助

詳
し
い
こ
と
は
県
労
政
課
ま
た
は

だ
さ
い

も
よ
り
の
金
融
機
関
に
お
た
ず
ね
く

県
労
政
課

宮
古
田
山
訂

1
4
1
1
1
内
線
引

j

m

県
施
策

へ
の
要
望

最
後
に
、
婦
人
施
策
へ
の
要
望
め

高
か
っ
た
も
の
を
あ
げ
て
お
き
ま
す
。

l
、
働
く
婦
人
の
福
祉
向
上

2
、
生
涯
学
習
の
場
の
拡
充

3
、
婦
人
の
健
康
対
策

県
で
は
、

こ
れ
ら
の
調
布
結
果
を

今
後
の
施
策
や
婦
人
の
た
め
の
県
内

行
動
計
画
策
定
の
参
考
に
し
て
い
き

た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

55.6 

毎月勤労統計調子tより

45.4 (48年よりサービス業含む)日~ 
万て山県知事選挙投

守口

% 
56 

54 

52 

50 

48 

46 

44 

42 

40ム40.8

01 

昭35 40 54 48 50 45 
そろって投票いたしましょう。

1 1 

110万人県民の願いを託す選挙です。



井
波
町
の
西
町
あ
だ
り
を
¥
音
は
笠
の
緒
峠
ち
ゅ

う
て
な
¥
黒
髪
電
や
浄
蓮
社
の
前
に
あ
る
細
い
坂
道

を
登
り
つ
め
る
と
峠
に
な
っ
て
お
つ
だ
と
言
う
事
じ

ゃ。
こ
の
峠
ま
で
来
る
と
瑞
泉
寺
も
、
も
う
ち
ょ
っ
こ

し
(
も
う
少
し
)
じ
ゃ
っ
芝
。

お
寺
に
参
る
人
た
ち
は
こ
こ
で
笠
を
と
り
¥
お
詣

り
が
す
ん
で
帰
る
人
た
ち
は
こ
こ
で
笠
を
か
ぶ
っ
だ

も
ん
で
、
い
つ
の
ま
に
や
ら
笠
の
緒
峠
と
言
う
だ
が

や
と
。

そ
ん
な
高
い
峠
や
と
思
え
ん
が
¥
こ
の
峠
か
ら
東

べ
だ
は
金
屋
道
で
庄
川
松
川
辺
ま
で
ん
め
る

(見
え

る
)
し
、
西
べ
だ
は
福
光
を
通
っ
て
金
沢
ヘ
行
<
二

俣
街
道
で
山
田
川
を
越
え
ウ
ズ
ラ
山
ま
で
ん
め
る
。

北
の
方
は
坂
道
で
西
側
に
桑
畑
が
続
き
¥
所
ど
こ
ろ

に
小
ち
ゃ
な
家
が
あ
る
し
¥
曲
り
く
ね
っ
た
道
、か浜

街
道
と
石
動
へ
行
く
能
登
街
道
に
わ
か
れ
、

遠
い
所

こ
ん
ど
は
南
の
万
を
見
だ
か
ち
ゃ
、
八
乙
女
山
を

ぽ
っ
ぽ
(
お
ん
ぶ
)
す
る
よ
う
に
し
て
井
波
別
院
が
あ

っ
て
、
道
は
台
所
門
に
つ
な
が
っ
て
な
。
そ
の
道
ぷ

ち
に
で
っ
か
い
で
っ
か
い
羅
漢
さ
ん
の
よ
う
な
地
蔵

さ
ん
と
丸
顔
の
な
ん
と
も
い
え
ん
可
愛
ら
し
い
小
ち

ゃ
な
地
蔵
は
ん
ガ
並
ん
で
お
つ
だ
と
。

こ
の
地
蔵
は
ん
は
近
ま
の
人
だ
ち
に
や
大
事
な
大

事
な
、
地
蔵
さ
ま
か
し
や
つ
だ
と
。

こ
の
道
を
行
つ
だ
り
来
だ
り
す
る
人
芝
ち
は
、
力

イ
モ
チ
や
団
子
、
栗
、
桃
や
ら
そ
の
時
そ
の
時
の
も

の
を
一
ぱ
|
い
お
供
え
し
芝
と
。

そ
れ
ガ
不
思
議
な
事
に
あ
し
芝
の
朝
に
な
る
と
一

つ
も
な
い
よ
う
に
な
っ
て
お
つ
だ
と
。
包
日
毎
日
の

事
や
さ
か
い
詮
も
不
思
議
に
思
わ
ん
芝
が
、
こ
れ

は
苦
か
ら
こ
の
峠
に
棲
む
狐
一
一
家
の
大
事
な
ご
つ
つ

あ
(
御
馳
走
)
じ
ゃ
っ
た
そ
う
な
。
そ
の
か
わ
り
狐
芝

ち
は
も
う
と
人
聞
に
や
悪
い
こ
と
せ
ん
ど
こ
ろ
か
、

人
の
為
に
な
る
事
ば
っ
か
り
し
て
お
つ
だ
ち
う
こ
っ

ち
ゃ
。あ

る
時
に
山
見
在
の
人
だ
ち
が
山
来
り
に
山
ヘ
行

つ
芝
時
、
深
い
深
い
谷
川
に
迷
い
こ
ん
で
な
、
行
く

事
も
帰
る
こ
と
も
出
来
ん
よ
う
に
な
っ
て
し
も
う
だ
。

部
落
の
人
芝
ち
ゃ
こ
り
ゃ
大
変
な
事
に
な
っ
芝
と
皆

ん
な
よ
わ
っ
て
し
も
う
て
、
す
わ
り
込
ん
で
お
つ
だ

所
ヘ
、
井
波
の
八
幡
様
の
お
札
を
口
に
く
わ
え
だ
狐

笠
の
緒
峠
の
狐

ぶ
ん
・

岩

倉

節

郎

(
井
波
町
文
化
財
保
護
委
員
)

え

-
山

本

秀

央

(
井
波
町
文
化
財
保
護
委
員
)

不
転
載

-
小
さ
な
子
に
読
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い

に
野
尻
川
の
舟
着
場
ぎ
で
よ
う
ん
め
芝
と
。

い
力
イ
二
ヨ

l
(
屋
数
林
)
の
中
に
い
っ
ぱ
い
と
(
だ

く
さ
ん
)
の
米
倉
や
道
具
倉
、
ガ
並
ん
ど
っ
て
な
。
二

十
人
程
あ
る
使
用
人
女
中
も
¥
こ
の
広
い
屋
叡
内
で

は
¥
あ
ん
ま
り
見
え
ん
ほ
ど
じ
ゃ
っ
疋
と
。

こ
の
峠
の
石
下
に
¥
井
波
ど
こ
ろ
か
近
郷
近
在
で

一番
の
〈
主
持
や
つ
だ
肝
煎
の
能
美
屋
豊
石
ヱ
門
さ
の

で
っ
か
い
屋
教
、
ガ
あ
っ
て
な
あ
¥
昼
間
で
も
う
す
暗

が
出
て
来
だ
も
ん
で
¥
皆
ん
な
ガ
こ
り
ゃ
笠
緒
の
狐

様
じ
ゃ
と
¥
そ
の
後
に
つ
ん
だ
っ
て
い
っ
て
本
当
に

ん
ま
い
こ
と
見
つ
け
、
帰
る
事
、
ガ
出
来
だ
が
や
と
。

そ
う
り
や
人
間
と
狐
が
伸
ょ
う
ら
と
包
目
白
日
平

和
に
く
ら
し
て
あ
っ
芝
が
や
。

そ
れ
が
な
、
あ
る
年
の
夏
の
事
ゃ
っ
た
。
可
愛
ら

し
い
子
狐
ガ
お
寺
前
の
深
い
川
に
あ
っ
ち
だ
時
¥
そ

れ
を
町
の
子
ど
ん
供
ガ
見
つ
け
て
、
川
か
ら
這
い
上

が
ろ
う
と
す
る
子
狐
を
棒
で
つ
き
落
と
し
¥
上
が
り

ゃ
ま
芝
、
っ
き
落
と
す
し
た
が
や
と
。

何
べ
ん
も
子
狐
は
頑
張
っ
て
上
が
ろ
う
と
し
芝
、ガ

や
け
ど
、
あ
ん
ま
り
伺
べ
ん
も
つ
き
落
と
さ
れ
だ
も

ん
で
¥
と
う
と
う
か
わ
い
そ
う
に
子
狐
は
水
に
溺
れ

て
死
ん
で
し
も
だ
と
あ
。

こ
ん
な
¥
そ
う
ど
う
が
あ
っ
て
か
ら
は
狐
は
悪
さ

を
す
る
よ
う
に
な
り
¥
人
聞
は
狐
を
い
じ
め
る
よ
う

に
な
っ
て
と
う
と
う
狐
達
あ
皆
殺
し
に
さ
れ
て
し
も

う
だ
ち
う
こ
っ
ち
ゃ
あ
::::。

井
波
の
町
や
名
前
の
通
り
ハ
〈
口
川
の
水
も
し
よ
う
、
ず

水
(
湧
水
)
も
ほ
ん
ま
に
余
っ
て
ど
う
も
な
ら
ん
程
あ

っ
た
が
や
け
ど
¥
狐

一家
、ガ
皆
殺
し
に
な
っ
て
か
ら

こ
っ
ち
¥
、
だ
ん
だ
ん
水
、
ガ
枯
れ
て
し
も
て
¥
水
の
ふ

ん
じ
よ
な
(
不
自
由
な
)
町
に
な
つ
だ
が
や
と
。



私芝ちの消費生活は、多くの商日購入や、

クリ 二ング等いろいろなサービスを利用す

ることによって成り立っています。ですから、

もし高田ガ私疋ちの身体に危害を及ぼすもの

であっ芝り、表示ガ適切でないだめ誤って使

用してしまつだということなどがあると、安

J山して生活してゆけません。

このような消費生活上の問題をなくするだ

めに、国ではJ消費者保護基本法」を制定す

るなど法制面の整備や¥消費者行政担当課を

設けるなどしてその対応を進めています。

しかし¥私だちの消費生活はだいへん幅広

く、次々と新しい販売方法ガあらわれだり、

高田の内容も複雑多様化してきているだめ、

国の施策だけでは必ずしも十分とはいえない

置が生じるおそれがあります。

そこで県では、国の施策や法令を補い、地

域の実'1曹に応じだ消費者行政をすすめてゆく

芝め、「富山県民の消費生活の安定及び向上に

関する条例」を制定しましだ。条例の運用に

あだっては、行政¥事業者¥消費者の相互の

信頼と協調のもとに、消費者を商日等の危害

から守ることにしています。

次に、条例の概要を紹介します。

消
費
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
関
す
る
条
例

消
費
者
苦
情
を

解
決
す
る
た
め
広

遁
イ耳
佑
の
た
め
戸

筋
害
を
防
止
す
る
た
め
戸

商
品
等
が
、
消
費
者
の
生
命

川

事

業

者

は

、

消

費

者

が

商

品

の

選
択
や
使
用
方
法
を
誤
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
、
品
質
、
量
目
、

身
体
又
は
財
産
に
危
害
を
及
ぼ
す
と

き
や
、
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
と
き

で
、
し
か
も
そ
の
危
害
が
拡
大
し
そ

う
な
場
合
は
、
県
は
、
富
山
県
消
費

生
活
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
そ

使
用
方
法
の
表
示
等
に
つ
い
て
適
正

化
に
努
め
、
業
界
に
お
い
て
も
自
主

基
準
を
作
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と

の
商
品
等
を

「
危
害
商
品
等
」
と
し

て
指
定
し
、
そ
の
こ
と
を
関
係
事
業

者
に
通
知
し
ま
す
。

ω
県
か
ら
通
知
を
受
け
た
事
業
者

は
、
そ
の
商
品
等
の
販
売
を
停
止
す

る
な
ど
、
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ω
県
は
、
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と

き
は
、
版
売
を
停
止
す
る
こ
と
な
ど

を
事
業
者
に
勧
告
し
、
そ
れ
に
従
わ

な
い
と
き
は
、
事
業
者
の
名
前
、
商

と
し
て
い
ま
す
。

ω
県
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

県
基
準
を
作
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、

関
係
の
事
業
者
に
対
し
、
県
基
準
を

品
名
等
を
公
表
し
ま
す
。

守
る
よ
う
に
勧
告
し
、
そ
れ
に
従
わ

f 〆ヘ

な
い
と
き
は
、
事
業
者
の
名
前
な
ど

を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ω
こ
の
ほ
か
①
自
動
販
売
機
等
の

関
係
事
業
者
は
、
故
障
に
よ
っ
て
商
品

が
で
な
か
っ
た
場
合
等
に
す
ぐ
連
絡

で
き
る
よ
う
管
理
者
を
設
け
、
そ
の

氏
名
等
を
表
示
す
る
こ
と
。
②
訪
問

販
売
業
者
や
貸
金
業
者

(
い
わ
ゆ
る

サ
ラ
金
等
)
は
、
契
約
を
締
結
し
た

と
き
は
、
書
面
を
そ
の
相
手
方
に
交

付
す
る
こ
と
、
等
の
規
定
を
設
け
て

¥ノムノ

ぇQ)~

お
リ
ま
す
。

(1) 

消
費
者
苦
情
の
申
し
出
が
あ

っ

た
と
き
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
そ
の
内
容
を
調
整
し
、
そ
の
解
決

に
努
め
ま
す
。

ω
必
要
に
応
じ
て

「
富
山
県
消
費

者
苦
情
処
理
委
員
会
」

で
調
停
を
行

い
ま
す
。

訴要費解 (3)
訟件者決
にをがで
必 j前言尽き
要た訟な
なすをい
資も起苦
金のす情
のに場に
一つ合つ
部いでい
をて所て
県は定
が 、の消

苦
情
処
理
委
員
会
の
調
停
で
も

貸
し
付
け
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

l私叫i

移
保
の
た
め
戸

川

県

は

、

生

活

関

連

物

資

の

価

格

の
動
向
等
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の

結
果
を
消
費
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ω
県
い
か
、
富
山
県
消
費
生
活
審
議

会

の

意

見

を

聴

い

て

指

定

し

た

生

活
関
連
物
資
を
売
り
惜
し
み
ゃ
不
当

業しにな
者 、 対 価

の そし格
名 れてで
前 には版
等従売.売

をわりし
公な渡て
表いしい
しと 等 る
まき の事
すは勧業
。 、告者

事を等

しの

すのま 会予定明説をし のこ
で 例条

ぜ 官主内岬のなR 

ひこ て

加参 いま

ださく す。 すで

い。 時Bに 県で

つは
い 、

知お 所で

56年4月20日施行
'14 '15 



あ
る
人
の
割
合
が
第
一
位
、
次

い
で

一口
い
換
え
る
と

い
る
か

ど
の
よ

い
き
な
り
で
す
が
、

5
、
公
務
員
の
給
与
水
準
に
関
心
が

(一八
・四)

二
つ
ば
か
り

う
な
形
で
自
分
の
身

の
ま
わ
り
に
還

ご
み
収
集
や
道
路
と
い
っ
た
身

の
ま

質
問
を
。
あ
な
た
な
ら
、
ど
、
つ
お
窓
口

あ
る
か
ら

厄
さ
れ
て
い
る
か
に
関
心
が
あ
り

わ
り
の
行
政
に
関
心
が
あ
る
か
ら
と

s
、
地
方
自
治
こ
そ
民
主
主
義
の
基

(一七
・一一)

え
に
な
り
ま
す
か
。

そ
れ
が

つ
ま
り
、
自
分
の

町
や
村

県
の
行
政

へ
の

な

っ
て
い
ま
す
。

盤
だ
と
思
う
か
ら

あ
な
た
が
住
ん
で
お
ら
れ
る
県

問

関
心
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

納
め
た
税
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

7
、
県
や
市
町
村
の
広
報
を
み
た
か

や
市
町
村
の
行
政
に
関
心
を
お
持

(
六

・
一一)

8
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
、
い
ま
、

地

』つ

税
の
ゆ
く
え

ち
で
す
か
?

教
育
費
、
一
人
目
万

5
千
円
(
高
校
)

答
1
、
と
て
も
関
心
が
あ
る

2
、
関
心
が
あ
る

3
、
少
し
関
心
が
あ
る

( 

= . 
フ吋
) 

方
の
時
代
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る

四八
・ん)

そ
れ
で
は
、
関

J .... 
) 

力、

ら

ノr、、

心
の
高
い
税
の
使

三;s:.
) 

9
‘
そ
の
他

(iU I五!と地 }j公共同体 との負j11制の合計制

4
、
あ
ま
り
関
心
が
な
い
( 

. 
フ，
) 

い
み
ち
は
ど
う
な

い
か
が
で
し
た
か

?

535，000円

高校生

1人当たりの教育にっかわれる税金(昭和53年度)

っ
て
い
る
の
で
し

で
は

1
1
3
に
該
当
さ
れ
る
方

まわりまわって

こ
れ
は
、
昨
年
の
八
月
、
地
方
税

制
度
調
査
委
員
会
が
行

っ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
質
問
の

一
部
で
、

(

)

内
の
数
字
は
そ
の
結
果
を
、
百
分
比

も
う

一
問
、
お
願
い
し
ま
す
。

ょ
、
っ
か
。

lま

16 

わ
た
し
た
ち
が

国
や
県
、
市
町
村

に
納
め
た
税
は
、

教
育
を
は
じ
め
、

県
や
市
町
村
の
行
政
に
関
心
を

問
ニ

お
持
ち
の
場
合
、
そ
の
理
由
な
い

(引
い
)
で
表
わ
し
た
も
の
で
す
。

で
行
政
に
関
心
が
あ
る
と
答

し
き
っ

か
け
は
何
で
す
か
?
(
O

印
は
三
つ
ま
で
)

中学生

道
路
や
公
園
、
上

問
え
た
人

(
1
1
3
に
該
当
す
る
人
)

下
水
道
や
消
防

答
1
、
税
金
を
納
め
て
お
り
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
関
心
が

(四九
・ん
)

は
八
五

・
三
れ

に
も
の
ぼ

っ
て

い
ま

防

犯

な

ど

さ

ま
ざ
ま
に
形
を
変

程
度
の
差
が
あ
る
に
し

す
。
多
少
、

あ
る
か
ら

県
や
市
町

て
も
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、

え
て
、
身
の
ま
わ

2
、
ご
み
の
収
集
、
道
路
の
舗
装
な

リ
に
還
元
さ
れ
て

村
の
行
政
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
と

ど
、
自
分
に
身
近
な
行
政
に
関
心

(四七
・八)

小学生

396，000円

い
ま
す
。

い
え
ま
し
ょ
う
。

が
あ
る
か
ら

3
、
ま
ち
づ
く
り
、
む
ら
づ
く
り
に

図 1

I.¥. 
4戸、

そ
の
関
心

聞
こ
で
は
、

た
と
え
ば

続
け
て
、

立
の
小

・
中

・
高

の
き
っ

か
け
を
尋
ね
て
い
ま
す
。

そ

の
結
果
、
向
分
の
納
め
た
税
が
ど
の

(一一八
・0
)

関
心
が
あ
る
か
ら

4
、
知
事
、
市
町
村
長
、
議
員
の
選

校

の
生
徒

一
人
に

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
に
関
心
の

年
間
ど
の
く
ら
い

( 

亡二コ. 
) 

挙
で
投
票
し
た
か
ら

|今月中 |

公
費
(
イ
コ
ー
ル
税
金
で
す
。)
が
使

況
で
す
が
、
こ
の
図
を
見
る
ま
で
も

も
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
お
り

納
税
は
お
済
み
で
す
か
?

個
人
事
業
税
第
二
期
分

l

口
座
振
替
も
で
き
ま
す

わ
れ
て
い
る
か
を
み
た
の
が
図

l
で

す
。
教
育
費
は
、
こ
こ
数
年
、

地
方

公
立
学
校
で
は
ほ
と
ん
ど

の
経
費
が

税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
図

2
は、

な
く
、
泣
年
、
道
路
が
め

つ
き
リ
良

く
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
実
感

公
共
団
体
の
歳
出
予
算
の
中

で
、
最

と
し
て
も
、
よ
く
理
解
で
き
る
の
で

道
路
の
舗
装
状

は
な
い
で
し
ょ
う
か

o
d

こ
の
他

に
も
、
税
に
よ
る
有
形

・

無
形
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
わ
た
し
た
ち

の
詳
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

が
い
な
が
ら
、
税
に
関
し
て
も
ご
理

解
が
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
お
り

も

の
で
あ
る
か
、
常
に
わ
た
し
た
ち

白
身
で
見
つ
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

54 

ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
協
力
を
お
肋

こ
れ

ま
す
。

(注)53、54年度は見込み。資料は建設省調バ。

凶
や
県
、
市
町
村
で
は
、
行
政
に

つ
い
て
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
う
か

い
い
た
し
ま
す
。

ら
の
サ
ー
ビ
ス
が
い
具
に
住
民
の
た
め

住
民
の
要
望
に
沿

っ
た

に
な
さ
れ

53 

ト 覧表

受
け
取
っ
て
ま
す

50 

オフ

45 

道路の舗装状況

自の同組 脱がかかるのは 計算万法

料理府 ・バー ・
全 音11

キャノ〈レー

※宿泊 l人の宿泊料金カ、

旅 宿i自 ( li(12食 ) 4，000円を超えるとき

し 料金の10%
追加飲食

ホと ※1I'!i(1につい

ア き 量 食
ては、術的料

-:'t.か ら 2.000
/レ

l人の料金が 円 をうI¥-、た残
宴会 ・休憩

2，000円を超えるとき リの料合の10

遊興をflうとき
。。

飲食庖 は 2，OOOIIJ以ド

(スナク す)
で も干l~がかか リ

し席、レストラ ます
ン、大衆酒場

出前 ・仕出し

料
理
屈
や
旅
館
な
ど
で
飲
食
し
た

場
合
に
は

「
料
理
飲
食
等
消
費
税
」

が
か
か
り
ま
す
が
、
(別
表
)
こ
の
税

40 

は
屈
で
料
金
を
支
払
う
際
に
徴
収
さ

図2

35 

れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

公
給
領
収
証
は
、
あ
な
た
が
悦
を

支
払

っ
た
い
わ
ば

「証
」
と
し
て
お

波
し
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
税
収

で
教
育
、
保
健

・
衛
生
の
充
実
、
建

設
事
業
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

30 29 

飲
食
代
金
等
の
支
払

い
の
際
は
、

「
公
給
領
収
証
と
引
き
換
え
で
」

の

ひ
と
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

年度

100% 

別表

80 

60 

40 

20 



冬
山
シ
ー
ズ
ン
到
来

登
山
に
は
万
全
の
備
え

冬
山
の
シ
ー
ズ
ン
が
や

っ
て
き
ま

し
た
。
厳
し
い
気
象
条
件
に
よ

っ
て

各
地
の
山
で
は
毎
年
の
よ
う
に
、
な

だ
れ
、
滑
落
、
凍
死
な
ど
悲
惨
な
遭

難
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
冬
山

の
恐
ろ
し
き
は
、
多
く
の
人
に
深
く

浸
透
し
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
山
の
ベ
テ
ラ
ン
と
呼

ば
れ
る
人
々
の
遭
難
い
か
、
あ
と
を
絶

た
な
い
の
は
、
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

剣
岳
を
は
じ
め
と
す
る
冬
山
政
見
山

者
は
、
次
の
十
字
に
注
意
し
て
く
だ
さ

L、
。

。
登
山
ル

l
ト

危
険
か
所
、
気

に
対
処
で
き
る
だ
け
の
余
裕
を
持

ち
、
時
実
に
点
検
を
行
う
。

。
基
礎
体
力
を
養
う
た
め
に
、
事

前
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
、
耐
寒
、

象
に
よ
る
変
化
等
を
よ
く
研
究
し

計
画
に
反
映
す
る
。

。
日
位
、

食
院
な
ど
の
準

。
耐
久
力
の
保
持
に
つ
と
め
る
。

危
険
問
所
で
は
、
ザ
イ
ル
を
伸

装
備
、

賄
ま
、

1

J

 予
怨
さ
れ
る
最
悪
の
事
態

用
す
る
な
ど
慎
重
に
行
動
す
る
。

昭
和
瓦
十

一
年

一
月
か
ら
、
軽
自

動
車
の
規
格
が
五

4
0
∞
以
下

(従

来
は
三
六

o
m以
下
)
と
な

っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
伴

っ
て
、
生
産

・
版

売
さ
れ
る
軽
内
動
車
も
・
4
4
0
ω
ク

ラ
ス
が
増
え
、

三
六

O
∞
以
下
の
白

動
ド
阜
の
割
合
は
少
な
く
な

っ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め

旧
軽
自
動
車

(排
気

量
三
六

O
叩
)
や
内
動
三
輪
車
に
限

定
さ
れ
た
普
通
免
許
を
も

っ
て
い
る

人
は
、
運
転
で
き
る
卓
が
次
第
に
な

く
な
り
つ
つ
あ
る
の
が
実
状
で
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
「
限

定
解
除
審
先
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
審
査
の
対
象
と
な
る
か
た
は
八

月
末
現
作
で
県
内
に
約
四
千
八
百
人

い
ま
す
。
審
査
は
県
逆
転
免
許
課
ま

た
は
指
定
自
動
卓
教
習
所
で
行

っ
て

い
ま
す
の
で
、
次
の
要
領
で
審
査
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

審
査
日
/

封
週
月
曜

H

i
金
曜
日

父
親
に
猟
銃
を
取
っ
て
来
る
よ

う
に
言
わ
れ
た
小
学
生
が
、

の
保
管
庫
か
ら
持
ち
出
し
、
遊
び 階

に
来
て
い
た
友
だ
ち
に
向
け
て
引

き
金
を
引
い
た
と
こ
ろ
、
装
て
ん

さ
れ
た
ま
ま
の
弾
丸
が
命
中

人
は
死
亡
し
た
。

こ
れ
は
昨
シ
ー
ズ
ン
永
見
市
で
起

き
た
悲
惨
な
事
故
で
す
が
、
不
運
の

ひ
と

こ
と
で
片
づ
け
ら
れ
る
も
の
で

父
視
の
ル

l
ル
違
反
が
原
因

な
く
、

と
い
え
ま
す
。

違
反
そ
の
一

〈他
人
に
銃
を
使
わ
せ
な
い

〉
〈
保

管
す
る
と
き
は
施
錠
す
る
〉

〈
銃
と

友

(悦
祭
日
は
除
く
)
午
前
八
時

十
分
1
午
前
九
時
三
十
分
。

審
査
方
法
/
二
、
0
0
0
∞
ク
ラ
ス
卓

で
逆
転
技
能
の
事
貨
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
逆
転
に
自
信
の
な
い
人
は
、

指
定
'
什
動
車
教
門
一昨
で
救
出
を
受
け

た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

品
山
県
運
転
免
許
課

山
岡
山
市
山
'
M
M
U
番
地

岳
山
日

|
1
7
6
0

‘ ， 

10~11月は
魔の季節

死亡事故が多発してL、ます

似の fi世 シー って、ンから q，+.:にかけてもと通死

亡巨故が多発 しています。(男IJ長 )

死亡事故以因ω 多くは胤謀運転、や も~通仏，jf守

''-の酉cJ，ぷ[の欠如l士いえ去す。

家族たちの悲しみと遁転('fの 後悔だけしか

刊さない死亡 'jJ故壱li}jぐため、 シー トベ ルト

壱 締 めるのはもちろん、 飲桝運転やスピード

IL¥し過 ぎなどの 無謀な遁転はしないようにし

まし 仁う。

人
や
建
物
の
有
無
を
た
し
か
め
て

(1之〉
弾
丸
は
別

々
に
〉
の
三
原
則
を
無
視

し
て
い
ま
す
。

違
反
そ
の
ニ

火
薬
類
取
締
法
で
は

十
八
歳
未

県内交通事故の月別状況(昭和54年交通事故白書より )

月
|月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

件 数 224 224 301 294 272 271 274 341 253 296 285 308 

死 者 7 7 7 9 4 11 9 9 14 11 6 

傷 者 269 271 354 367 327 327 322 430 298 I 325 356 358 

18  

別表

満
の
者
は
銃
を
取
扱
え
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
違
反
が
い
た
ま

し
い
事
故
を
引
き
起
し
た
わ
け
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
.
狩
猟
の
際
に
守
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
ル
ー
ル
に
、

次

の

も
の
が
あ
り
ま
す

0

・
出
猟
前
に
、
必
ず
銃
を
点
検
す
る

0

・
発
砲
す
る
と
き
は
、

人
や
建
物
の

有
無
を
確
か
め
る

0

・
狩
猟
場
を
移
動
す
る
と
き
は
、
必

ず
岬
丸
を
抜
い
て
お
く
。

まで
れま楽こ

たし .tL
他 ーい ら
の =_L猟の
犯弘に点
罪??しを
に旨た心
使 弓いが
わたもけ
れ 'JFiI. のて
る 九 で
例がす安
も世 。 全

18 

あ
り
ま
す
。
購
入
す
る
と
き
は
残
弾
の

な
い
よ
う
、
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

あ
や
し
い
9 

。ヒ
l
ン
と
き
た
ら
山
番
グ

十

月
は
「
指
名
手
配
被
疑
者
捜
査
強
化
月
間
」



こ
と
し
の
地
価
調
査
結
果
が
十
月

一
日
付
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
県
内
の
地

価
は
こ
の

一
年
間
に
県
平
均
で
八

・

二
行

の
上
昇
を
示
し
、
前
年
の
上
昇

率

(
五
・
七
M
h
)

を
上
回

っ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
用
途
地
域
別
に
み
ま
す
と

い
ず
れ
も
前
年
の
上
昇
率
を
上
回

つ

て
お
り

な
か
で
も
住
宅
地
が
九

・

一
引
わ
(
前
年
六

・
玉
川
わ
)
、
商
業
地
が

五
・
六
M
h
(
前
年
三

・
四
引
い
)
、

業
地
が
九

・
一
Y
(前
年
六

・
五
引
い
)

な
ど
と
な

っ
て

い
ま
す
。

こ
の
地
価
調
査
は
毎
年
七
月

一
日

に
お
け
る
土
地

の
正
常
な
価
格
を
公

表
し
、
地
価
公
示
価
格
(
調
査
時
点

一
月

一
日
)、
と
と
も
に
、

一
般

の
土

地
取
引
の
指
標
と
す
る
こ
と
に
よ
り

適
正
な
地
価
の
形
成
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

地
価
調
査

の
く
わ
し

い
内
容
に

つ

い
て
は
、
各
市
町
村
の
窓
口
で
下
表

に
掲
げ
た
標
準
価
格
の
ほ
か
、
調
貴

地
点
の
位
置
を
書
き
込
ん
だ
地
図
や

周
辺

の
状
況
を
記
載
し
た
書
傾
な
ど

を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
大

い
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

昭和55年 7月 1t1時点

単 位く宅地> 1平方向当プこり :円

く林地> 10アー ル吋アこり :円

*変動率は前年比 (%)

準工業地

工業 地

市街 化 調 棋 院 域

凡例

準

工

調

住宅地

宅地見込地

商業地

住

寛

商

準
工

所在地及び地番

く宅地〉

【富山市】
住 安岡町1-2

" 鹿島町1-3-15
" 寺 町字 橋 下433-26

" 堀川小泉町字古道割563-7

" 今 泉 122-1

" diミ匠1711-2
" 堀川町字鳥 木 割708-2

" 本郷町字 椎木割281-6

" 堀川 小泉町2-3-12

" 大泉栄町J2-19-21 
" 太附 (向陽台)80

" 本郷町4-]86-11

" 天正与20ト2

" 町村101
" 藤木448-6

" 新金代1-55
" 藤木602-9

" 手属69-1ほか

" 問 ツ葉町 21-44
" 奥Fll双葉町6-32

" 奥川本町4-9

" 松荷町14-28

" 質問163
" 1室町字百 卜歩割746

" 森字益ヴ宵J43-2
" 川畑南部78-17
" 水橋町中村町字 西沼230-14

" 曜日白銀町100-35

" r-川方;番町39
" 北代字 村を340-1ほ か

" 呉羽町字小竹堤3918-107ほか

" 呉羽町字111崎 5795-14

" 育 作 300-2
" 安主主坊字寛懸357-18
" 駒見字 4 喬割349-4
晃 本郷新9

" ' J、宇~ 193

" 藤木2409
" 犬同字 *高i選肪割30-1ほか

商 中央通り ]-5-11

" 桜木町8-11
"安fl町 7-36

" 牛日新町4-8
" 北新町]-2-29

" 栄 町2-1-20

" 占鍛治町2-21

" 本町5-18
" 千石川I3-5-8
" 花園町1-6-]9
" 中野新町2-2-26
" rL嗣字.-r勝 割 1922-]ほ か

月 七金字代官川書lJ46-14ほ か

" 恨塚町字小松割710-2ほか

" 栄岩瀬町字 新川 町312
" 水橋町字大町33ほか

" r川方川町19ほか

準 湊入船町13-]4

2.4 
7.3 

4.2 

。
一8
7

F

b

s

q

q

a

 

10目3
11.3 

6.3 
8.3 

q
J
R
U
F
3
0
6
 

0
0
口

6
n
δ

弓
υ

40，400 11.0 

33.000 

25.400 
29.00() 

1S2.000 6.4 

13.800 10.4 

2.9 

3.0 

3.5 

2.6 

2.8 

5.0 

3.7 

3.8 

2.9 

2.4 

2.1 

4.300 

4.400 
5.000 

12.600 

18.500 

11.000 

42.500 

33.300 
8.900 

29.800 
76.000 

23.400 

14.300 

14.000 
12.700 

43.600 

212.000 

303.000 

210.000 

237.000 

162.000 

147.000 

245.000 

120.000 

185.000 

168.000 

840.000 

42.000 

55.000 

;;;【井波町]
住北川字犬厳348-5

" 111見1557-1
" Jt:波字 ~I町2173- 2ほか

商 本町卜45-1

{井口村】
住 宮後130

" 蛇日食153-1ほか

商 }ド口303-1

【福野町】
住 字回り 七!fEi，耳，~434-1ほか

" 院林175
" 柴川陪字卜回Jh' ，~321 -9ほか

商 字上回Jl619-1

準 III"I ，'.f l懐，Ç ，~1683- 3

【福光町】
住 字酉荒1I汀7105-2

" 宇高 Utl953-4

" 荒木1441-2
"字n林3-1
商荒木5523-1

準 字 桑 木 732

8.3 :【福岡町1
8.5・邑 a 

住 嗣阿字 掃郎川2070-1ほか

" 福岡字弔柑 111888-2

" 八 11市川440
商嗣|河字 幅|河川1078-7

く林地〉

魚津市

観 FT常字 iIτ敷 1-44

氷見市

't三波字'b;屑44

黒部市

宮野字ーツ 待745-4

7.9 :小矢 部市

0.0 : 友昔話、子字袋111132-1

3.4 : bfilHJ 
竪j，日字i!11128-1

朝 11凶I

6.1 : 剛山字抵1;.~382

8.2 : 4¥11'い出J

2.9 ! 市待小字大符1-1-3
平村

夏焼字下開地47

6.9 : !UII聞I
6.4 : 名ケ!点字砧場13

6.5 !福光町

小院瀬見字背戸向8
高 岡市

8.8 : 必f句者坂字 魚ヶ谷内19

8.5・大1III1IJ
8.9 : 約lケ!京字 西山割16ほか

5.3 :八尾町

ヂ;ヶ!京字尾/上631-1ほか

9

3

1

 

ロd
A
q

nhリ

9.4 

10.0 
9.3 

6.2 

一

7

0

4

Q
d
p
b
Q
d
 

9.8 

Q
d
n
i
oo
'
I
 

"
b
「
J
Q
U
泊
守

1.500 
6.500 

9.000 
1.200 

5.200 

12.200 

23.500 

17.500 

16.500 
23.500 

8.700 
34.500 
11.000 

27.300 
23.500 
17.000 

44.500 

5.800 

3.900 

3.200 

22.500 
25.800 

13.500 

27.000 

2S.000 

9.000 

76.500 

6.800 

1.150 
15，000 

7，000 
5，300 

7，000 

1，550 

500 
1，650 

16，000 
12，700 

11.000 
40，000 

2 0  

9.6・住 iiTx.字大野426
高 尚字墓久保632

【帝国入村】
住 描 待字 I=H平927ほ か

" 片掛字権現2029
商 検 l点字 'I-"Ç ，~ 1262ほか

【小杉町}
住 :ヶ2319

" 戸 破字1)11茂 1919

" 戸破字pll川13584

" て ケ907-5

" 手附字 イi太郎627ほ か

晃 iケ 27日←I

商 eケ字茶ノ 木3285

調 下条546

【大門町】
住 ;円字光明与2979-23

"口字北野割25日5
"口字 轟 1007
商 大門字長割165-3ほか

調 生源 ，tþ字 !恥t;';~32- 3ほか

【下村】
調 111属字111霞 2387-3ほ か

" 摺出存字村腰193

{大島町】
住小品157-9

" 八 塚 字 上11195-13
" 'J" ，I; ，~1070- 1 

【城端町】
住 字 西新川町358

" 下 西上/11J460
" 字大宮野 1109-27
商 字 西上聞J504

【平村}
住 と梨字家平615-1

" 1-:訟「言字酢梨95
高 下梨字馬駈場2193-3ほか

【上平村】
住丙とI.t ~ /己凶I字村'1'797-1

" 皆律字 萩平364-1ほか

商 圏赤尾町 字 村'iIJ 54-1 

【利賀村}
住 f/J賀 字上向 190-1

" 高田字北/11354
間 利賀字 以 ;';345

{庄川町}
住 背品字権紅白472-1ほか

付 金属字南部野2944

" 金開字以坂 1691-1
商 金属字畑 l向2699すほか

5.9 
6.0 

6.0 
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8.1 

10.5 
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2.1 

3.9 
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5.6 
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3
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9
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6
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-
q
u
 

8.7 
9.2 

6.5 
6.9 

8.6 

8.6 
2.3 

9.5 
9.0 

6.3 

14，300 
14，100 

10，600 

27，500 

8，000 
8，000 

14，700 

11.600 
6，300 

54 ，600 

19，500 

30，000 
4，750 

2.600 
52，000 
7，700 

7，700 

4，700 
7，000 

81.000 

28.000 
17，000 

9.100 
74，500 
16，100 

16.300 
16.700 

9，900 

66.700 
11 .400 

18，500 
14，000 

19，000 
44，000 

23，000 

10，300 

23.000 
13，300 
19，000 
9，000 

2.550 

準 絹代207-4ほか

{大山町】
住 i本消色村字i諌言ti木割801-4

" I::i竜字南斉JJ470-8
" 今'--r荒同字出円割201-2

商 '1';竜字 作と込書JJ218-1ほか

【舟橋村】
調 ド国~Ii字行金 153 - 1

" -fLx'I'. ，'1'77-2 

{上市町】
住悩法 行 ;J字と川!民2-3ほか

" 1::法tf¥'J字 'i'l...i:ト3
" iTI1川字 I二1111日i316
商 圏 '1"lfJ字西'11fllJ59
2墜 打杉 新41

【立山町】
住 米沢字II谷川割19-19

"不IJIII559
" 谷円字下川割11-]ほか

商 lLi'd，字酋瀬'ん;叩J100-3ほか

準 111実字 柿木I尺;';lJ38-1

【宇奈月町】
住浦111字聖人割396ほか

" J汁局字大門 4521-1ほか

" 字大切 2351-1
商 字 桃似7-43

【入善町】
住 入膳 字高鞍3098-]

"託1; ，~590 - 16

" .fj'，山学広見4584-2
商 入謄字南町 5232-6

準 入 膳 字高殺3223-2

【朝日町】
住荒川字 瓜 f(11也425-1

" 必倍野字 品川80-3ほか

" 備 /0字穴下 837-8
商 泊字ヒヨ主管369
準 道ド字 殿川847-1ほか

【八尾町】
住岡，1，，~535- 1

" JI:III377-2 
" 嗣.1;，lj字 畑川350-5ほか

商 字 1:新附r2653-1
準 11:1114910

【婦中町】
住 ;，a~I ~295 -4 

" 袋字宿免430-1
" 1 11 ，~.占 82 1 - 1

見分111148 

【山田村】
住小品字l判断WI476ほか
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11.3 

13.2 

10.0 
11.8 

3.0 
8.1 

5

1

一
2

虫
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「
J

6.8 

12.0 

3.2 

10.3 

8.1 

10.0 

7.7 

6.6 

10.1 

16.700 
21，500 
16，500 

21，800 

11.000 

55，600 
14，600 

20，300 
27，200 
13，500 
11.800 

36，000 
77，500 

62，500 

20，000 
11，500 
10，700‘ 

19，000 

30.500 

19.300 
20.000 
16，100 

37.000 
27.000 

90.000 
19，700 

27.500 
18，000 
36.000 

32，000 

33，000 

82.000 
26，000 

47，000 

65.000 

26.000 
16，800 

55，000 

98，000 

36，500 

40，000 
25，000 

16，500 

28，000 
27，000 

105，000 

18，500 

【魚津市】
住 反道1817-5

" 上村木1-4-5
" 住斉字 繍割2534-1

" 浜経川3328-3

" 末広町8-9
商 釈 j担I堂ト1316

準 と村木字天野 659-4ほか

【氷見市】
住朝川本町14-4

"初P11184-1

" 品!己字 r場 1967-1

" 北 大町 11-22
" 朝fU王12-26
商 本町20-22
準 栄町18-1

【滑川市】
住 IJn ，t;.~町 209 - 1 ほか

" 1::小泉字 :俵苅]]794-3ほか

" 認原字 狭間288-3
" '['1川原字布地割446-fJ3
"刷;r:J 157-3 
商 下小泉町190-9
準柳原 字胃ノ 栄2060-1ほ か

【黒部市】
住 :11 市 字 .fj"11112476-11ほか

" :11市 字 阪 2877-1ほか

" 樹切新字法心坪398-2
" :fl市 字，tf町3831-2

" 牧野字笠ノ 前254-4
商 天 神新329-1ほか

準 天神新185-4ほか

【砺波市】
住 中村613-1

" '1-"丸岡r9-7

" 新 富 町 卜61
" 宋宰町3-1

" 111主回r5-4
商中央町3-8

準 太郎丸6977

【小矢部市】
住 八和町7-5

" 後谷字中ノ坪500-22
" 清沢字 藤録品]671ヂ 2

" 和沢433-10
" 綾子字 北口240-2
商 中央町3-10
準 今 行動町ト]039

【大沢野町】
住 上 ;杉425-1ほか

" 下大久保字五番割1030-4

" 笹津字上平間126-8
" 下大久保字11需割2219-86
商 八木111字行名m割 57-3
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9.5 
11.4 

6.3 
5.6 
8.6 

7.5 
6.6 

10.7 

11.8 

13.2 

13.3 

7.2 

3.8 

6.8 

10.0 

77，000 
28，800 
30，00。
日，500

25，300 
43，300 

47.000 
臼，000

42.500 
37，700 
51，000 

24.000 
9.300 
30，000 

23，500 

28.800 
23，000 

2]，500 

635，000 

111.000 
110，000 
47，000 

40，000 

16，500 
41，800 

60，000 

59，000 
20，000 

23，500 

12.500 
11.800 
24，200 

11.500 
14，500 

34.500 
39，000 
17，000 
85，000 
57.000 
25，200 

10.000 
11.300 
14，500 

19，000 
67，000 

51.500 
25，300 

51.000 

38，000 
22，300 

16.500 

27，200 

18，000 

12，000 

20，300 

13，200 

19，000 

準 萩原20ほか

" 黒 崎字高木 割132-1ほ か

" 荒川字 前田割]41-]

" 上富屑新町6-22
"望fTI町1-4-39 
月 下赤it町 1丁円字大坪2-1

" 城 川原字紺部野割7-6ほか

工新山町字 銀 陪464-]ほか

調 釘竹町2-39

" 城村新町900-3

" 水橋小路2-1

" 古ぷ町 5-103
" 市目緑町2393-24
" 願海 ;i74]

【高岡市】
住中川/lIJ3-3

" ill'!7E、子71-3ほ:'/J、
" 出米川新町64-3
" 清水 町3-4-41
" 羽広92-2

" 瑞櫓H吋10-7
" あ わ ら凹r2-12

"反mJlO-4
" 野 村1373-5ほ か

" 大町13-31

" Fi.福岡J2-14

" ウー里子坊さ町Jl08-1O

" 'i'ill字 木村4782ほか

" 伏木古府厄H付2-32

" f犬木 宮 1-4-36
" 戸 HJ市野瀬203]-3
" 戸 1t~ 附 r6 -6 -39

更 野 村1752-1
商 末広岡T8-1]

" 本丸IIIT4-6

" 小馬同町79-1ほか

" 伏 木 錦IHT9-11

" 戸出町3-10-12
" 巾川字 木 村4822-1ほか

準 一女 (-148-3ほ か

" 美字111r2-1-16

" ht'jfflT 1-1-31 
" 下黒川字 川 原885-7ほか

工 能/1lr字 飛川871-2

調 A川字 i1H919-21

" I川一Ft!.i!fIIT133 
" 泉が丘2-108

" l-ki r67 
" 戸 山市野瀬2485

【新湊市】
住 八機 町1-]5-2

" fi(HJT8-8 
" 弔問I1IJl-9-7

商 '1'新湊6-18

" 中 央tuJト 14
準 港町13-3

" 新片町]-4-3
工 IF両町2-83

調 作 道573-2
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5.4 

6.0 
7.9 
5.3 

7.8 
4.8 

5.2 
8.9 

10.0 

価格

95，000 

67，000 
37，200 

58，000 

39，000 

24，300 

33，500 

29，000 

45，400 
49，500 

33，200 
27，000 
26，300 

28，500 

28，500 
29，000 

32，600 

18，400 
43，000 

50，000 

46.300 
34，800 

27，000 

16.000 
23，300 

23，700 
13，000 

15，500 
14，700 

13，000 
19，500 

29，000 
20，000 
26，500 

22，500 
13，700 
15，400 

13，500 

11， 300 

880，000 
270，000 
105，000 

128，000 

100.000 
100，000 
140，000 

260，000 
97，000 

170，000 
96，000 
75，000 
98，000 

97.000 
44.000 
26，500 
]7，200 

60，500 
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11月街頭献血日程

月日(E) 場 所 時間 月日(眠 場 所
時間 一3一~

11/1 (土) 高岡駅前 10 ∞~15 ・ 30 竹/13(羽 入善町役場前 10:00~15: 

3@l 砺波市太田公民館前 10:00~15:30 15(土) 高岡駅前 10: 00~ 15: 30 
4閃 氷見市役所前 10 : 00~ 15: 30 16(日 婦中町古里支所前 10:00~15:30 
8 (iJ 富山駅前 10:00~ 1 6:0。 22(土) 電鉄桜井駅前 10:00~ 15 :30 
9(8) 福光駅前 10:00~15:30 22(土) 富山駅南行 10:00~16:00 
9 (日 富山西武デパート前 10:00~16:00 3α日 高岡駅前 10: 00~ 15: 30 9月168--10月15日

10月9日--13日 110月13臼
麗高岡で消費生活展 |麗青年の船、豪州・米国へ旅立つ

10月98
~国体県選手団を壮行

第35回国民体育大会(栃の葉国体)

に参加する県選千団343人の結団;IJ:

9月18日
圏 中田県知事逝去

午前 3時35分、 Iド旧幸古市山県知

事は腹壁:筋シュにロク膜炎をf}jc発し、
入院先の東京国立ガンセンターで亡

くなられました。(64，表)

28日には寓山市の県民会館ホール

で富山県葬が行われ、4，000人を超え

る参会者たちが、イ1:リし日の知事を

しのびながら、弘jをl本 l本献花し

ました。

10月8日
関 国際障害者年推進懇が発足

I ~I 際障害者年を来年に作え、記念
事業や行動計|削を策定するため広〈

意見を聴こうと 「富山県民|際障害者

年推進懇話会」が発足し、初会合を

開きました。

この日出席したのは障害者代表ら

委員28人と、県の関係課長18人。

-身近怠自然のスライド写真募集

期間/11月1日-30日

規格/35"1スライドフィルム、 6x6以上

のスライドフィルム。(いづれもカラー)

内容/県内の身近な自然の動・植物、風影、

自然と人間など。

入選作/自然博物園センタ一等に展示し、

版権使用料として、 1点につきし000円を

支払います。

応募方法/1点ごとに氏名、撮影対象、場

所、年 ・月 ・日をマウントに記入。

間合先/富山県自然保護課

(宮富山31-4111)
・第3回伝統的工芸昂農

高岡銅 ・漆器、井波彫刻などをはじめとす

る県内の伝統的な工芸品を展示 ・即売。

期間/11月13日-17日

場所/大和富山庖 8階催事場

.富山県職業訓練震

期間/11月26日-27日

場所/県民会館B展示場

即売品/木工製品、金属製品等

多数ご来場下きい。

.海外移住相談会

日時/11月28日働18時-21時
場所/県民会館502号室

カナダ、オーストラリア、アルゼンチン

等への移住(就職)を希望される方はご来場

下さい。

・ォリ工ンテーリング3叙葬事会

期間/11月初日 -30日

場所/砺波青少年の家(砺波市徳万赤坂)

間合先/富山県総務課(合富山31-4111) 
・オリ工ンテーリング富山県大会

日時/11月30日(日)

場所/砺波青少年の家

間合先/富山県総務課(ft富山31-4111) 

11月9臼(日)は富山県知事選挙の投票日

青少年健全育成強調月間/11月1日-30日
文化財保護強調月間/11月1日-7日

下請取引適正化推進月間/11月1日-30日

会場になった大和高岡屈には消費

生活に関係の深い洗剤の洗浄力テス

トや相談コーナーなどが設けられま

した。

今回で10回目を数える富山県青年

の船の出発式が行われました。

一般部門 (59人)は26日までオー

ストラリア ・ニュージーランドへ

農業部門 (23人)は11月2日までロ

スア ンゼルスやサンフランシスコへ

派遣きれ、ホームステ ィ等を通じ、

国際感覚と幅広い知識 ・技術を修得

して帰県することにな っています。

10月11日
寝起県立近代美術館で定礎式

富山県立近代美術館は、総工費28
億 5千万円を投入して建設カ、進めら

れているところですが、完成を約 1

か月後に控えた11日午前10時から定

礎式が行われました。式には県や工

事関係者ら70人が出席し、 神事のあ

と坂本県出納長が 「ここに永世不朽

の礎を鎮定する」と定礎銘を朗読、

工事にあた っている共同企業体を代

表して佐藤工業常務取締役 ・北陸支

社長の秋藤義治氏が故中田県知事の

筆による礎石を納めました。

10月158
~県知事選告示、投票は11月 9 日

中田幸吉富山県知事の死去にとも

なう 富山県知事選挙がこの 日告示き

れ、 11月9日の投票に向けて活発な

論戦が開始されました。

立候補者は次のとおり 。(届出J!I貢)

中沖 豊氏 (自民党公認)

平田 貢氏 (共産党公認)

9月24日~
10月4日

h二式カ、県庁で行われ、巣山県知卓職

務代理者から奥田選手同長に県旗が

授与さ れました。

!日]1司体は12日から17日まで栃木県

で開催されました。

10月9日--13日
麗省エネルギー展好評

い力、、 リノ〈ー とこびと の省エネルキ:

一大作戦、、をキ ャッ チフレ ー ス、に大

和市山屈で行われたこ の催しは、家

庭の省エネを，悦rで学んで もらおう

というも の。 会場には省エネ'支践の

コンビュー タ一法断を始め、ハネル

展心、電気製品の無料修用.等のコー

ナーが設けられ、訪れた買物'存らに

大立子，ì~でした 。

寝起定例県議会を開会

9月定例県議会が11日間の会則で

聞かれました。初日 の24日、巣山県知

〆
い、最終日の川 4日には峨件が 110月9日
原案通 1)可決・承認されたのに続き、|

|圏中高年齢者雇用促進大会開く議H提山など 5来n-が可決され、民|
を閉 じました。 I出叱臓を希望する 中高年齢打にと

事職務代理者が提案理由の説明を行

って厳しい雇用半情のなか、「円かな

約!肢と知識を持つ巾 ・高年齢者を雇

おう 」をテーマに聞かれたこ の大会

には200人が出席、lぺ|ドI高年!垢括語正[)ハ)川川Hの1催長良
‘宇jドキj業長佐:)I，什刈)片?等の表I杉J
の必必、要性と ;nt〈金b、退職金について」

と題する講演かf寸われました。

10月ア田
園 中高年齢者再就職選考会

再就職を望む'1'，';ミi年齢者のために

高岡 市商工ビルで集卜J"]r面持j堂々会が

行われ、 15人が叩i;と、 35人が内定し

ました。

これはポ人企業と;~職者 を一堂に

集めて行うもので今回で2回目 。求

職者たちは企業の人事刊当者らと而

接し、1Il-望職同 ・労働条件など真横IJ

な面も ちで話し合っていました。

なお、同選考会は14日、高山商工

会議所ビルでも行われました。
r}号、ごての儀」を行う屋敷県立美術館準備室長

2
 

2
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私たちの生活になくてはならない物の

時々刻々と移り変わる世情を伝えるこ

入場料を払わずに観賞できる映

私たちの生活にしつ画や歌番組などは、

かりと市民権を得ています。

省エネルギーが叫ばれている今

勉
強
し
な
が
ら
、

そ
う
じ
を
し
な

ひとつにテレビがあります。

ユース

が
ら
テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま
せ
ん
か
。

ポ
イ
ン
ト
①

電
気
の
ム
ダ
使
い
に
な
る
ば
か
り
で

な
く
、
能
率
も
議
ち
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
③

さて、

テレビの上手な使い方は?

〔
テ
レ
ビ
〕

一
日

一
時
間
つ
け

っ
ぱ

テ
レ
ビ
を
時
計
が
わ
り
に
使

っ
て

は
い
ま
せ
ん
か
。
時
間
を
知
る
手
段

と
し
て
は
テ
レ
ビ
は
あ
ま
り
に
も

長
い
時
間
テ
レ
ビ
を
見
な
い
と
き

多
く
の
電
気
を
使
い
ま
す
。

プ
ラ
グ
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

は
、
ス
イ

ッ
チ
を
切
る
だ
け
で
な
く

特
に
瞬
間
受
像
式
の
も
の
は
た
く

さ
ん
の
電
気
を
節
約
す
る
こ
と
に
な

110万人のひろば 富山テレ ビ放送

(毎週日曜日午前9時-9時30分)

り
ま
す
。

H

ス
イ

ッ
チ
を
こ
ま
め
に
。
は
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
合
言
葉
で
す
。

〈省
エ
ネ
〉
こ
れ
だ
け
お
得
で
す

ポ
イ
ン
ト
②

日、

意
外
/

/
i
 

家庭の省エネルギー

ここがポイント

県有美術品紹介

一一

室

啓

一明

原
一
昨

清一
刻

七
十
一

在態
一一圃晶

ーー....... 実息軍 ー自由ー.-411‘

¥ 
男性上位の

石油ファッション

tιH
H掴
F
12JU仰
叩

掃

i
i

、、E

こ
小
は
か
新
聞
紙
画
広
報
と
L

f
¥
信
用
第
二
工
躍
日

C
寸
間
有
力

行
の
お
知
い
っ
せ
¥
岳
月
最
終
土

曜
日
に
1

み
ん
ら
の
県
政
L

(

朝
日

目
白
に
は
、
寸
回
一
小
か
ら
の
お
知
ら
せ

し
)
を
揖
載
し
て
い
ま
す
れ

な
し
を
や
め
る
と

一
日
約
四
円
、

一
ヵ
月
約
百
十
二
円
の
得
。

見
て
い
な
い
と
き
に
プ
ラ
グ
を
抜

い
て
お
く
と

日
十
二
時
間

日
約
二
円

日マ
。

4
4
1
 

一
ヵ
月
約

μ
卜
六
円
の

こんにちは富山県です 北日本段送

(毎週日曜日午前8時-8時30分)

衣
料
品
君
産
す
る
た
め
に
使

シ

れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
石
油
に
換何押
す

る
と
、
背
広
と
下
で
九
・

冗川川
、
制

人
も
の
ブ
ラ
ウ
ス

一
・
冗
日
な
ど
と

な
れ
ジ
ま
す
。
下
着
か
ら
ス
!
ツ
ま
で

人
分
の
合
計
は
男

一
八
・
九
日
、

女品

一一

-
二
日
で
、
男
の
方
が
た
く

さ
ん
七
油
を
麓
て
い
ま
す
。
で
も
、

年
間
消
費
量
で
は
女
性
の
方
が
上
。

そ
れ
だ
け
女
性
は

H

衣
装
も
ち
H

が

多
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

¥、

放送日

秋をいけるホげぽんの会ν

人物往来 ぶらり 「たかおか」散歩道

'80つくしのコンサート

9日

16日

2日青年の船から帰って ー第10園高山県青年の船 ~

ふるさと再発見

日
展
会
員
審
査
員
、
安
井
賞
展
、
光
風
会
評
議
員
、

は
、
砺
波
市
中

審
査
員
等
の
画
歴
を
も
っ
清
原
啓

野
の
出
身
、
前
田
常
作
と
と
も
に
富
山
師
範
学
校
卒

業
の
洋
画
家
で
、

H

曳
陀
羅
の
前
回
、
軍
鶏
の
清
原
で

通
る
異
色
の
著
名
作
家
で
あ
る
。

清
原
は
師
範
学
校
卒
業
後
、
福
野
中
学
校
の
教
職

に
つ
い
た
の
で
あ

っ
た
が
、
戦
時
中
の
学
業
を
補
強

す
る
た
め
に
上
京
し
て
明
治
大
学

に
進
み
二
十
七
年

に
卒
業
、
そ
の
頃
か
ら
画
業
に
専
念
し
た
。
彼
の
「
鶏
」

と
の
出
合
い
は
戦
時
中
の
食
糧
難
時
代
に
厄
園
を
畑

に
た
が
や
し
、
養
鶏
に
親
し
ん
だ
こ
と
が
強
く
印
象

に
の
、」
り
画
境
を
極
め
た
、」
と
で
あ
ろ
う
。

鶏
は
雄
科
の
鳥
で
古
来
も

っ
と
も
広
く
飼
育
さ
れ

か
さ
ん

な
じ
み
深
い
家
禽
で
あ
る
が
、
昨
今
の
清
原
の
鶏
は

「
闘
鶏
」
に
集
中
の
観
が
あ
る
。
昔、

三
月
三
日
に
清

涼
殿
の
南
階

J

て
「
鶏
合
せ
」
が
行
わ
れ
、
民
間
で
も

こ
の
風
習
が
各
地
で
年
中
行
事
と
し
て
催
さ
れ
る
。

引
き
し
ま

っ
た
姿
態
、
鋭
い
く
ち
ば
し
、
た
く
ま
し

い
足
爪
、
目
は
践
の
如
く
鷲
の
よ
う
に
敏
し
よ
う
、

一
度
風
雲
を
呼
べ
ば

一
気
に
飛
び
か
か
る
|

こ
の
緊

迫
感
、
生
命
力
が
感
動
を
呼
ぶ
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
軍
鶏
三
態
」
は
静
中
動
の
三
ど
も
え
の
画

面
構
成
、
漆
黒
に
青
貝
を
は
め
た
よ
う
な
精
惇
な
姿

態
に
、
作
者
長
年
の
凝
視
が
脈
打
つ
作
品
で
あ
る
。

佐
藤
良
成

小型シネマを自IJる

婦人の社会参加 を考える つけものお';fあちゃん

23日

30日

2 4  

農用地平IJ月lJ1;11進事業



誘、惑
・• 

• 

-
そ
れ
は

美
し
い
衣
を

ま
ど
っ
て

番
苦
し
ん
だ
の
は
妻
と
子
ど
も
だ
っ
た

覚
せ
い
剤
体
験
者
の
告
白

自
動
車
販
売
業

・
男

・
日
歳

友
だ
ち
の
甘
言
に
だ
ま
さ
れ
、
「
一度

だ
け
な
ら
」
と
い
う
考
え
か
ら
、
そ
し

て
自
分
の
意
志
の
弱
さ
か
ら
党
せ
い
剤

に
干
を
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

使
い
続
け
る
う
ち
に
身
体
の
具
合
い

が
悪
く
な
り
少
し
の
、
』
と
て
も
イ
ラ
イ

ラ
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、
不
愉
快
な
毎

日
が
続
き
ま
し
た
。

や
が
て
私
は
刑
務
所
へ
行
き
、
そ
の

問、

妻
子
は
さ
み
し
い
毎
日
を
送
っ

た

と
の
こ
と
で
、
日
で
は
一言
え
な
い
u

苦
労

を
か
け
て
申
し
わ
け
な
か

っ
た
と
思

つ

て
い
ま
す
。

刑
務
所
を
出
た
い
ま
、
家
族

一
緒
に

暮
ら
し
て
い
る
こ
と
は
最
高
の
幸
福
だ

と
思

っ
て
い
ま
す
。
自
由
の
あ
る
裟
婆

で
働
け
る
幸
せ
を
忘
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
友
だ
ち
を
選
ぴ
、

妻
子
の
た
め
に

も
自
分
を
強
く
し
た
い
、
と
思

っ
て
い
ま

す
。私

の
よ
う
な
人
聞
が
で
な
い
、
」
と
を

祈

っ
て
い
ま
す
。
覚
せ
い
剤
を
う
て
ば

自
分
の
身
体
が
ガ
タ
ガ
タ
に
な
り
、
自

分
自
身
苦
し
む
わ
け
で
す
が
を
の
苦

し
み
は
妻
子
の
苦
し
み
で
あ
る
こ
と
を

円

忘
れ
ず
、
ど
ん
な
と
き
て
も
覚
せ
い
剤

だ
け
に
は
子
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
経

験
者
の
私
の
言
葉
を
信
じ
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

十
月
ー~

日

十
ー~

月
三
十
日
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